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第１決算審査特別委員会（第３日目） 1 

H25.9.19 (木)10：00～ 2 

第 二 委 員 会 室 3 

開  会 １０：００ 4 

委 員 長 おはようございます。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 7 

 これより本日の会議を開きます。 8 

 教育費 9 

委 員 長 教育費の説明を求めます。教育部長。 10 

舘 部 長 （教育費について説明する。） 11 

委 員 長 説明が終わりました。 12 

 これより質疑に入りますが、質疑に入る前に皆様にご協力をお願いいたします。 13 

質疑、答弁ともに要点を簡潔にまとめていただくようよろしくお願いいたしま 14 

す。 15 

 それでは、質疑ございますか。 16 

荒  木 ２点お願いします。１点目は、189ページ、備考の学校支援地域本部事業に要し 17 

た経費73万円の内訳をお願いします。 18 

 それと、ページ数はわかりませんが、事務概要の166ページの就学援助の関係の 19 

一覧が出ていますが、前年とその前年を調べたのですけれども、確認できなか 20 

ったので、24年度ですから、その直近の三、四年からこの人数の増減というか、 21 

ふえる傾向だと思うのですけれども、それをお伺いします。 22 

吉川課長 189ページの学校支援地域本部事業に要した経費の73万3,259円の内訳につきま 23 

しては、まず本事業は学校の教育活動の中に地域の方々の力をいただいて支援 24 

してもらい事業活動を進めるというもので、その実施にかかわって各学校の教 25 

育活動のどの事業に入ってほしいかということを調整するコーディネーターの 26 

職員が必要です。そのコーディネーターの報酬として、採用しておりましてそ 27 

の者の報酬、それから実施する中でボランティアの方の参加ということになり 28 

ますから、それぞれのボランティアの方の保険料等を措置しております。金額 29 

につきましては、コーディネーターの方の報酬が54万円、その他保険料等につ 30 

いては２万1,600円を措置したところです。 31 

高田課長 就学援助の人数でございますが、24年度が小中合わせて670名です。これは、そ 32 

れぞれの項目ごとに対象人数が出ておりますけれども、全体で670名が準要保護 33 

世帯の人数です。23年度が707名です。22年度が682名です。21年度が684名です。 34 

20年度が644名です。 35 

荒  木 ちょっと勘違いしていたかもしれませんが、地域支援本部事業に学校評価委員 36 

の関係は入っていましたか。別でしたか。わかりました。それが確認できれば 37 

結構です。 38 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 39 

木  下 私からは３件ほどありますので、ページ数で追って申し上げます。189ページ、 40 

教育費の教育管理費、教育振興費の心の教育推進に要した経費のうちスクール 41 

カウンセラー報酬313万3,226円の時間数と１校当たりの人数と時給は幾らか、 42 

１校当たりの主な相談内容等をお聞きしたいと思います。 43 

 ２つ目、同じページの学びサポーター報酬1,006万7,250円の内訳、何校分か、 44 
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また時給は幾らか。 45 

 ３点目、197ページ、教育費の高等学校費の学校管理費、その他高等学校教育の 46 

実施及び管理に要した経費のうち、その他諸費1,324万8,863円の内訳について 47 

お伺いします。 48 

吉川課長 まず最初に、スクールカウンセラーの報酬につきましては、採用はまず嘱託職 49 

員ということになっております。したがいまして、月額報酬という形をとって 50 

おります。報酬の金額が310万円を超えておりますけれども、月額報酬部分が240 51 

万円、それから学校巡回をしておりますけれども、勤務時間が９時から４時と 52 

いうことになっておりますが、どうしても時間外による保護者との相談とか、 53 

時間外による教職員との打ち合わせとかということの業務も入れておりますの 54 

で、その時間外の部分については年間446時間の結果になったところです。 55 

 それから、このスクールカウンセラーの相談ということでございますけれども、 56 

やはりまず子供たちが学校生活で不安を感じたり、友達関係で不安を感じたり 57 

している子への相談、それから教職員と情報共有して気になる子供の具体的な 58 

対処について協議する場に一緒に参加して情報共有するとか、それから不登校 59 

ぎみの子供の保護者と直接相談の機会を持ってその対処について助言するとい 60 

うような業務を中心に実施しているところです。学校の回数は１週間、小学校 61 

の巡回に訪問しているものです、この決算書に出ている職員は。中学校は、道 62 

からの派遣を受けて実施しているところです。小学校は６校ありますので、午 63 

前、午後を分けて訪問していくと。おおよそ1.7回ぐらいは、学校には１週間単 64 

位では訪問しているという内容になっております。 65 

 学校サポート事業の学びサポーターの件につきましては、時給につきましては 66 

1,000円ということでお願いをしております。小中学校全校に学びサポーターを 67 

配置しておりまして、24年度につきましては15名の先生方を配置し、さらに江 68 

部乙小学校には國學院の学生を２人配置して、人数では17名の配置をしている 69 

ところです。主に小学校が２名程度、中学校は１名程度という状況になってい 70 

るところです。 71 

法村事務長 ３番目の高等学校費のその他諸費の内訳について説明いたします。 72 

 まず、臨時的任用職員の業務主事の賃金として126万1,269円、スクールカウン 73 

セラーの報償費として64万1,378円、赴任旅費ほかの旅費として357万9,580円、 74 

学校要覧等の印刷製本費として36万5,276円、あと学校の修繕として91万6,282 75 

円、電話料等の通信運搬費として58万7,458円、ストーブ分解清掃料の手数料と 76 

して83万371円、あと保険料として157万6,885円、コピー機の使用料ほかとして 77 

使用料の166万4,858円、備品購入費として129万2,329円、負担金補助交付金と 78 

して39万5,600円、共済費として13万7,577円の合計で1,324万8,863円となって 79 

おります。 80 

木  下 心の教育と学びサポーターの関係ですけれども、各学校によってはもう少し来 81 

てほしいとか、もうちょっと時間数をふやしてほしいとか、そういう要望はあ 82 

るのでしょうか。 83 

吉川課長 このサポーターを配置するに当たっては、各学校から計画書をいただいた上で 84 

配置をしております。その過程では、非常に低学年に課題のある学級があると 85 

か、この子へのケアが必要だとかという個別の要望を全体的な学校の要望とし 86 

て受けとめておりまして、配置の時間数をふやしてほしいという要望はござい 87 

ます。私たちといたしましては、やはりこの配置がさらに隅々まで行き届くよ 88 
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うにということで事務局としても努力して時間数や配置の充実について、これ 89 

からも財政当局とはよく実態を説明する中で内容の充実を図っていきたいと思 90 

っています。 91 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 92 

関  藤 ２点ほどお願いいたします。１点目は、189ページ、今木下委員のほうから質疑 93 

がありましたスクールカウンセラー等について、それから事務概要のほうの168 94 

ページに関連してお伺いいたします。教育相談についてなのですけれども、総 95 

数が29件ございまして、特にその中の一番下の件数でいじめ相談、電話相談、 96 

いじめ相談メールで２件、これは多分お子さんからなのかなと思うのですけれ 97 

ども、それ以外が保護者、家族からの25件というのが相談件数として出てきて 98 

いるわけですけれども、この保護者からの相談の第１報というのは学校に来て 99 

いるのが主なのでしょうか、それとも教育委員会に直接来ているのでしょうか。 100 

また、相談内容はいじめということに関連しては２件ということで、であれば 101 

残りの二十数件というのは不登校だとか教師への対応等々に当たるのかなと思 102 

うのですけれども、具体的にどういった内容が相談件数として来ているのかお 103 

伺いします。そしてまた、その対応については今木下委員の答弁の中でスクー 104 

ルカウンセラーが保護者とも対応するということなので、全てこのスクールカ 105 

ウンセラーに任せて対応しているのかという点をお伺いいたします。 106 

 それと、２点目は西高等学校の教育費についてなのですけれども、ちょっと私 107 

は前年度、前々年度の資料を見忘れてしまったのですけれども、代々木ゼミナ 108 

ールとの衛星授業の内容で多分契約金が70万円か75万円が上程を以前はされて 109 

いたのではないかと思うのですけれども、その部分がなくなったのは多分シス 110 

テムが変わったからだと思うのですけれども、現在どういった状況の契約にな 111 

っているのかお伺いいたします。 112 

 以上です。 113 

吉川課長 まず最初に、教育相談の中身についてです。事務概要の168ページに載っている 114 

29件の教育相談、これは全て教育支援課の事務局が相談電話、それからいじめ 115 

専用電話、それから専門員を配置しておりますから、専門員が第１者と相談し 116 

た結果ということです。全て事務局で受理したものということでまず受けとめ 117 

ていただきたいと思います。 118 

 その相談の内容につきましては、事務概要に（３）で大きなくくりで書いてあ 119 

りますけれども、もう少し細かく申し上げますと、29件の内訳として、いじめ 120 

の関係はここに書いてあるとおり２件なのですけれども、不登校にかかわる相 121 

談、これが９件、それから学校教師等への不満、これが７件、友達関係の相談 122 

６件、進路関係その他が４件ほどでございます。相談者は、子供が直接という 123 

ケースももちろんありますけれども、やはり保護者の方がほぼほとんどでござ 124 

います。その処理につきましては、受理した中身はなるべく学校名を特定でき 125 

るように努力しますけれども、特定できないということもあります。それから、 126 

一般に広く周知されている相談電話ですから市外の方、滝川市以外の子供や保 127 

護者というものも中にはございますので、まずはいずれにしても内容は聞き取 128 

って、学校への情報提供をしてすぐ対処しなければならないものに関しては早 129 

急に学校に連絡をして相談者や保護者の方々、それから友人関係のリサーチと 130 

いうか、実態把握を進めた上で解決の方策も事務局と一緒に取り組んでいる、 131 

そういうことで相談対応をしているところです。そんな中におけるスクールカ 132 
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ウンセラーの役割は、先ほどもスクールカウンセラーの業務の中に入れました 133 

けれども、教職員との個別情報を共有している頻度が結構高いですから、相談 134 

者とスクールカウンセラーの対応しているものが一致したりする場合もありま 135 

すので、その辺をきちんと学校としてどう対応していくか、その中でスクール 136 

カウンセラーの役割はこういう役割だというようなことで一つ一つ組織的に対 137 

応して、カウンセラー任せということは決してございません。 138 

法村事務長 サテライン受信料について75万円というご質疑だと思うのですが、それにつき 139 

ましてはその他諸費の中の1,324万8,863円の中の使用料として166万4,858円の 140 

中に含まれているため、特にこちらのほうには備考欄には記載しておりません。 141 

関  藤 そうすると、教育相談のところで、今ご答弁の中で教師への不満等々というの 142 

が７件で、この教育相談には市外の件数もあるということですけれども、この 143 

７件については滝川市内の学校の相談内容になるのか、また教師への不満対応 144 

ということになると、これは非常に扱いが難しいのではないかと思うのですけ 145 

れども、具体的にどんな扱いをされたのかを伺います。 146 

 それから、２点目としては、代ゼミの75万円の対応というのはこの決算の場合 147 

も同じ75万円ということで、システムが多分変わっていると思うのですけれど 148 

も、それはことしから変わったのでしょうか。去年はまだＤＶＤの形ですか。 149 

今年度はＤＶＤではないと思います。多分パソコンのシステムが変わって入っ 150 

てきていますよね。今までは、多分75万円という契約はＤＶＤを受講者がいる 151 

ということで、そのＤＶＤを買い取って送ってきてもらって、それで生徒に受 152 

講する教材を与えるという形だったと思うのですけれども、代ゼミのシステム 153 

がもうそういったシステムではなくなりましたよね。その件についてお伺いい 154 

たします。 155 

法村事務長 24年度まではシステムは75万円で同じだったと思うのですが、そのシステムが 156 

変更されたかどうかについてはちょっと私のほうではっきりわかりませんので、 157 

今年度から変わったのかどうか、後で調べましてご連絡したいと思います。 158 

吉川課長 教師への不満の相談内容はということでございます。今回の件数の中では、内 159 

訳は全て市内の案件でございました。内容は、一つ一つ取り上げてということ 160 

にもなりませんけれども、やはり日常的な学級での活動で何かしら子供同士の 161 

トラブルがあれば、そのトラブル当事者を集めて指導していくわけですけれど 162 

も、その指導結果を教師は保護者にもきちんと伝えているわけですが、子供が 163 

家に帰ってこんなだった、あんなだったということは必ずしも教師側が指導結 164 

果を伝えたことと食い違いが出てくるということは、これはどうしてもありま 165 

す。そこで、やはり不満であったり、学校の担任側の説明はこうだったけれど 166 

も、うちの子供に聞くとこうだったよとか、それはいろんな問題で発生します。 167 

したがって、一つ一つ丁寧にやはりその不満に対応するということが何よりも 168 

この解決につながりますので、私たちはその情報を聞いたならば、まずどんな 169 

経緯で原因が何であったのか、それからどんな説明をしたのかということを事 170 

務局の立場として、きちんとまず聞き取ります。その上で効果的な対処、必要 171 

な措置、場合によっては担任の先生だけで対応するのではなくて校長や教頭も 172 

行ってきちんとした説明をするということで、今回この相談のいずれも年度末 173 

における継続的なトラブルが続いているということはありません。全てその時 174 

点で解決済みというふうに措置したところです。 175 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 176 
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小  野 ４つほどお伺いいたします。まず、186ページ、10款１項３目教育振興費の中で、 177 

教員住宅の維持管理の経費の内訳について、まず１つお伺いします。 178 

 それと、204ページの10款６項５目、音楽公民館管理代行負担金とその他諸費の 179 

内訳を教えてもらいたいと思います。 180 

 ３つ目、194ページ、10款４項１目、その他高等学校教育の実施及び管理という 181 

ことで23年度決算の燃料費が760万3,147円、24年度の決算が851万3,137円と12 182 

パーセントふえています。同じ比較ですが、先ほど舘部長が言いましたように 183 

小学校の燃料費がマイナス約４パーセント、中学校の燃料費がマイナス約5.6 184 

パーセントと減っていますけれども、これは何か対策を講じたのか、あるいは 185 

具体策があったのか、検討されたのかお聞きしたいと思います。 186 

 それと、参考資料の24ページ、大きな資料の中にありますけれども、37番、体 187 

育センターとか市民プールが載っていますけれども、その中に体育センターと 188 

かテニスコート云々とあります。これは有料のところと有料でないところがあ 189 

るのですが、収入のその他のところにありますけれども、1,712万2,240円、こ 190 

の内訳について教えてほしいのですが、以上４つです。 191 

鳩山室長 教職員住宅の維持管理に要した経費についての内訳を申し上げます。 192 

 細かいですが、消耗品費につきまして450円、修繕料につきまして139万3,928 193 

円、手数料といたしまして1,350円、委託料といたしまして12万6,368円、負担 194 

金といたしまして10万4,700円、合計いたしまして162万6,796円でございます。 195 

田村主査 音楽公民館のその他諸費の公民館の管理に要した経費のその他諸費の内訳につ 196 

いてご説明を申し上げます。 197 

 公民館からコミュニティセンターに用途変更するときにかかった経費といたし 198 

まして23万3,310円、そのほか給油管の改修工事、音楽公民館の分なのですが、 199 

こちらが66万2,550円、合計89万5,860円となっております。 200 

法村事務長 西高の燃料費についてのご質疑ですが、昨年は燃料の単価が高騰のため、23年 201 

度の決算よりも大幅に851万3,137円となっております。そのため、補正予算を 202 

組んでいただいて、その単価差分を補正予算でつけていただいております。 203 

委 員 長 今のご答弁で、12パーセントふえている要因と小学校、中学校が減っているの 204 

になぜ高校の分がふえているのかという質疑だったと思うのですけれども。 205 

（何事か言う声あり） 206 

委 員 長 答弁に時間かかりますか。かかるようでしたら休憩しますが。 207 

（何事か言う声あり） 208 

委 員 長 暫時休憩いたします。 209 

休  憩 １０：４０ 210 

再  開 １０：４２ 211 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 212 

舘 部 長 それでは、先に小学校、中学校の燃料費の前年との差についてご説明したいと 213 

思いますが、小学校については東栄小学校、東小学校との統合により１校減と 214 

なったという部分です。それから、中学校につきましては開西中学校が９月か 215 

ら新しい校舎、完成はことしですけれども、去年一部完成しましたので、９月 216 

から電気を使っておりますので、その分が減ったということでございます。 217 

委 員 長 休憩いたします。 218 

休  憩 １０：４４ 219 

再  開 １０：４５ 220 
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委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 221 

竹谷課長 指定管理施設の収支状況で青年体育センター等の部分のその他の部分1,712万 222 

2,240円ということで、この部分につきましては施設の使用料収入が主でござい 223 

ます。主なものでいきますと、青年体育センターにつきましては312万9,000円 224 

の収入でございました。サイクリングターミナルにつきましては590万8,000円 225 

の収入でございます。そのほかでいきますと、市営球場につきましては86万3,800 226 

円、Ｂ＆Ｇ海洋センターにつきましては275万4,390円ということで、ここが主 227 

な収入でございます。 228 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 229 

  堀   １点だけ質疑させていただきますが、これはページ数で何ページになるのかち 230 

ょっとわかりませんが、不登校の24年度の子供たちは小学生が７名、中学生が 231 

26名というデータが載っておりましたが、その不登校の子供たちが支援を受け 232 

る、指導を受けるというのに教育支援センターを使っていると思うのですが、 233 

この不登校の生徒たちを教育支援センターに受け入れをした生徒数は幾らだっ 234 

たのか、またそこには他の市町村からも受け入れがされているのかどうなのか 235 

についてお伺いをいたします。 236 

吉川課長 不登校の子供たちが33名、24年度はいたわけですけれども、教育支援センター 237 

で指導、支援を受ける子供たちは、市内の子供たちは３名通っておりました。 238 

残りについては、なかなか学校にもこの適応指導教室にも来れないという方が 239 

やはり多いという状況にはなっているところです。市外のということでござい 240 

ますけれども、これにつきましては昨年教育支援センターが設置された際に市 241 

外の子供を受け入れるための施設整備ですとか、それから条例づくりとかも着 242 

手いたしまして、スタートはこの25年４月からということで開始したところで 243 

す。現在隣町の子供を３名ほど受けている状況ではございますけれども、24年 244 

度の実績としては市内の３名ということになります。 245 

  堀   結局残された不登校の子供たちというのは、どういう手当てがされているのか 246 

について伺います。 247 

吉川課長 不登校になっている子供たちへの指導と支援の方策ですけれども、学校は担任 248 

あるいは指導部等が中心になって何とか学級に入れないか、あるいは相談室登 249 

校もできないかとか、いろんな策を講じて対処しています。その際には、私た 250 

ちの教育委員会の事務局のほうでも支援の専門員の先生がいますから一緒に取 251 

り組んで、不登校にもいろんな原因がございます。単に勉強したくないという 252 

こともありますけれども、やはり家庭的な要素ですとか、それから経済的なも 253 

のとか、いろいろ原因がふくそうしている場合もあります。その辺は、子供へ 254 

の直接的な仕掛けも必要ですけれども、家庭への支援も必要です。そういう二 255 

面性を使って、あるいは先ほど申し上げたスクールカウンセラーの方も一緒に 256 

活用しながら定期的な面談を入れたり、今はそんなことで対応をしているとこ 257 

ろです。その辺の対応の結果として、学校において33名のうち５人ほど登校が 258 

復帰できたという子供もおりました。しかし、まだまだ一歩を踏み出せない子 259 

のほうが圧倒的に多いですので、これをきちんとこれからも続けてやっていき 260 

たいと思っています。 261 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 262 

渡  邊 まず最初に、188、189ページのその他教育振興に要した経費の中の学校の魅力 263 

づくり事業補助金97万1,402円、この事業の申請というか、その段階でも各小中 264 
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高あります。全部が学校の特色と魅力が生まれるよう、子供たちや教職員の活 265 

動の充実を図るとあります。まず補助金の申請がなされていない小中があると 266 

思います。まず、そこでなぜされていないのかが１点。それと、この魅力づく 267 

りという部分にちょっとこだわると、特色というか、その学校のカラーを出す 268 

ものかなと思います。それで、学校内だけでなくて地域の力とか、そういうも 269 

のは必要ではないのか。それと、この金額、申しわけないのですけれども、こ 270 

の決算額を見る限りではある程度学校の裁量に任されるようなものにできない 271 

のか。 272 

 それと次、206、207ページ、図書館費の中で図書館の運営管理に要した経費、 273 

ここの備考欄で光熱水費という項目、光熱水費負担金という項目が入ってきて 274 

いるのですけれども、これの説明をしていただきたいと思います。 275 

 200、201ページ、文化芸術振興に要した経費の中のたきかわ文化村推進事業補 276 

助金50万円、これ事務概要等で見るとこの文化村推進事業、５事業ですね。こ 277 

の５事業で50万円、それぞれのもし支出がその事業ごとでわかれば教えていた 278 

だきたいと。この文化村推進事業の補助金というのが参考資料の中に掲載され 279 

ていないという部分の理由、なぜ載っていないのかという部分、新規事業で載 280 

せていなかったのか、継続事業であればどうして載っていなかったのか。 281 

 次のたきかわ文化芸術推進事業実行委員会負担金ですけれども、これも事務概 282 

要の176、177ページにかけた事業です。その中で10事業がなされて574万1,000 283 

円の支出だと。これももしその事業ごとで決算というか、まとめて全部丸めて 284 

やっているのかもわかりませんけれども、どれが一番大きい支出になっている 285 

か、事業名、一番少ない事業名を教えていただきたい。これも参考資料に載っ 286 

ていません。そうであれば、この実行委員会の代表者を教えていただきたいと 287 

思います。 288 

 最後ですけれども、この事務概要の180ページ、社会体育施設関係の工事関係と 289 

いうことで一覧表が載っています。この間で、明らかに充用でやったというの 290 

は着工日を見ればわかるのですけれども、それの工事名、流用、充用でもしや 291 

った事業があれば教えていただきたい。 292 

 以上です。 293 

吉川課長 まず最初に、学校魅力づくり事業補助金の件についてでございます。24年度か 294 

ら新規事業として取り組んだものでございまして、各学校から教育活動の充実 295 

に向けたいろんな教職員や子供たちのアイデアを入れた事業の申請がございま 296 

した。全体といたしましては、447万円の事業費をぜひ措置してほしいという要 297 

望があったところです。その中でもご質疑の補助金申請をしていない、あるい 298 

は補助金の出ていない学校ということですけれども、まず小中高を含めて11校 299 

のうち補助金を交付したのは７校、事業認定しているところです。２校につき 300 

ましては、中学校２校なのですけれども、事業は申請したけれども、採択に至 301 

らなかったということが結果的に起きております。理由につきましては、これ 302 

までも学校で特色ある教育活動をそれぞれの学校がやってきてはいるのですけ 303 

れども、今回この事業に当たってはこれまでやってきた既存の事業をそのまま 304 

補助をするという意図ではなくて、やはり内容を少し充実するとか、今までよ 305 

りプラスアルファのものをぜひ出してほしいと、あるいは新しいものに取り組 306 

んでほしいということで取り組んでまいりました。そんな中で、２校について 307 

は既存の事業の事業費に充てたいという意図の計画書が上がったものですから、 308 
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これの審議は教育委員にお願いしているところですけれども、そこはやはり違 309 

うのではないかと、やっぱり事業趣旨に合うようにしてほしいと、もう一回内 310 

容を吟味してということで形上は差し戻した形になっていまして、実際には事 311 

業として成り立たなかったところです。残り２校は、事業費の申請はあったの 312 

ですけれども、たまたま昨年９月の補正予算でも寄附を財源にした教育活動の 313 

充実のために特に一生懸命取り組んでいる学校に教材備品等で基盤整備をとい 314 

うことで、寄附財源を活用した補正予算をお認めいただきました。そこの中に 315 

ＩＣＴ教育を積極的に活用する小学校が２校ありまして、それをこれから魅力 316 

づくりとして基盤をやっていきたいということがあったものですから、補助金 317 

というスタイルではなくて正規のＩＣＴ教育を充実するということを重要視し 318 

て、そして魅力づくりにつなげていくというようなことで承認したもので、補 319 

助金の支出はございませんけれども、取り組んでいるという事業の全体像につ 320 

いては認めたということの内容になっています。したがって、７校の補助金と 321 

いうことの結果にはなっていたところです。 322 

 それから、２点目の地域の力も必要ということでございます。この点は、事業 323 

を実施する中で１つ２つ例を申し上げれば、例えば西小学校では読書活動の魅 324 

力づくりをしております。子供たちが郵便局員の衣装を着て読書の感想文を友 325 

達に届けるとか先生に届けるという事業です。そういう読書活動の充実を図っ 326 

ておりますけれども、西小には読み聞かせの地域の方々が入っておりまして、 327 

いろんな意味で読書の機会を高めようと、西小は読書推進でいこうというよう 328 

なことも取り組んでおりまして、そこに保護者の皆さんのお力が入っておりま 329 

す。それからもう一つ取り上げればやはり江部乙中学校で菜の花まつりのとき 330 

に観光大使をやろうと、みずから案内役になろうということで取り組んでおり 331 

ますけれども、生徒が案内するには地域の方にいろいろ地域素材などを事前に 332 

勉強して、教室でまず学んで、そして大使になっているというようなこともあ 333 

って、地域の皆様のお力を事前にいただいたり、吸収した上でこういう魅力づ 334 

くりに取り組んでいるという形も取り入れておりますから、こんなことも今後 335 

内容の充実にはぜひ積極的に取り組むように学校には仕掛けていきたいと思っ 336 

ております。 337 

 それから、最後の裁量という点ですけれども、この事業の採択に当たっては５ 338 

人の教育委員に各学校がプレゼンをして、教師がみずからプレゼンに臨んでき 339 

ておりますけれども、そんな中で事業の採否を決定してこれまでの答弁で申し 340 

上げた特色やカラー、魅力、子供たちのアイデア、発想が入っているかという 341 

ところを中心に審査してもらっています。ただ、予算の総額も初年度は100万円 342 

ということもありますから、その予算総額も念頭に置いて各学校の事業内容が 343 

合致しているかという審査もしていきますので、今年度については裁量という 344 

点では、それは余り裁量性は低かったとは思いますけれども、ただ今後事業要 345 

望もたくさん、先ほど申し上げたような額も出てきておりますから、やはり予 346 

算確保に我々も努力して校長裁量や事業の裁量なども生かせるような中身にさ 347 

らに発展するように考えていきたいと思っています。 348 

木村副館長 渡邊委員からの光熱水費と光熱水費負担金のご質疑でございますけれども、ま 349 

ず光熱水費でございますけれども、これにつきましては庁舎ルール分のもので 350 

ございまして、庁舎管理に関する部分の電気料、水道料となってございます。 351 

また、光熱水費負担金でございますけれども、こちらにつきましては旧図書館、 352 
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新町書庫でございますが、こちらの電気料の負担金として特定非営利法人の空 353 

知文化工房へ支出をしているものでございます。なお、この新町書庫につきま 354 

しては文化センターと電気料のメーターが共用になってございまして、文化セ 355 

ンターの指定管理者である空知文化工房のほうで電気料の支出をしてございま 356 

して、そちらに対して電気料の負担について協定を結びまして負担金として支 357 

出をしている形でございます。 358 

田村主査 まず、平成24年度の各種団体に対する補助金・交付金調から渡邊委員からご質 359 

疑をいただきましたたきかわ文化村推進事業補助金とたきかわ文化芸術推進事 360 

業実行委員会負担金のほうが抜けておりました。大変申しわけなく思っており 361 

ますので、よろしくお願いいたします。 362 

 まず、文化芸術に要した経費のうちたきかわ文化村推進事業補助金の関係につ 363 

いてお答えいたします。こちらの交付団体でございますたきかわ文化村推進委 364 

員会は平成11年に発足をされまして、市内の文化活動を担う方々で構成されて 365 

いる団体でございます。委員は８名で、委員長は滝川市文化連盟の副会長であ 366 

ります藤間真佐喜さんでございます。平成24年度の事業につきましては、事務 367 

概要の175ページの（２）に記載の５つの事業を実施しておりまして、収支決算 368 

につきましては収支同額の50万円となっております。その内訳ですが、ロビー 369 

コンサートが10万3,054円、アートマネージメント講座が３万8,023円、短歌講 370 

座が４万1,000円、江戸糸あやつり人形結城座ワークショップが26万7,683円、 371 

「白い森 黒い森」短歌＆書道ライブが５万240円、合計50万円となってござい 372 

ます。 373 

 次に、たきかわ文化芸術推進事業実行委員会負担金の説明をさせていただきま 374 

す。こちらの負担金につきましては、平成24年度文化庁の地域発・文化芸術創 375 

造発信イニシアチブ事業を活用したもので、国から市への補助金574万1,000円 376 

を実行委員会負担金として支出し、幅広い世代の市民の方々が興味を示して鑑 377 

賞や参加につなげるように事務概要176、177ページ、（４）に記載のさまざま 378 

な分野の公演やワークショップを開催したものでございます。実行委員会につ 379 

きましては、ＮＰＯ空知文化工房と教育委員会を中心に構成をいたしまして、 380 

委員長は空知文化工房理事長の谷口正樹さんでございます。事業決算額につき 381 

ましては、収支同額の1,155万9,801円となっております。その事業の中で一番 382 

大きい事業と小さい事業を説明させていただきます。まず、一番大きい事業が 383 

ブラックボトムブラスバンド公演、あと大嶋康司さんのワークショップ、こち 384 

らの２事業を合わせたものが336万2,922円、小さいものが日本名作映画祭、こ 385 

ちらが55万7,143円となっております。事業決算額、先ほど申した1,155万9,801 386 

円の主な収入が負担金や入場料等の収入、主な支出が出演料や舞台制作費等と 387 

なってございます。 388 

 次に、事務概要調180ページ、工事の関係で流充用での工事名と金額についての 389 

ご説明を申し上げます。工事関係につきましては、13の工事が記載されている 390 

ところでございますが、流充用での工事名につきましては文化センター大ホー 391 

ル楽屋、男女トイレ改修工事、教育支援センター電話配線工事、音楽公民館給 392 

油管改修工事、文化センター高圧気中開閉器交換修繕工事、陶芸センター土間 393 

改修工事、地区公民館館名看板改修工事、東地区公民館屋外館名看板撤去工事 394 

の以上７件で流充用金額は合計211万5,430円となっております。 395 

 あと、一つ訂正すが、たきかわ文化芸術推進事業実行委員会負担金についてで 396 
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すが、負担金なので補助金・交付金調には掲載しませんでしたので、改めて訂 397 

正いたします。 398 

渡  邊 学校の魅力づくりに関して教育委員がという説明、答弁がありましたけれども、 399 

本当に独自のものというのをやっぱりある程度委員会のほうで押さえて、それ 400 

を全て委員に報告しなければだめな部分もあるかもわかりませんけれども、あ 401 

る程度委員会の中で学校のそういう状況、状態というのを把握しながら、それ 402 

を逆に委員に説明するとか、そういうようなシステム的な部分というのは考え 403 

られないのかが１点。 404 

 あと図書館の光熱水費はわかりました。以降の決算書の備考欄であれば、ちょ 405 

っと紛らわしい部分があるので、これはもう載せないということでよろしいで 406 

すか。その辺ちょっと財政課にお願いしたいと思います。 407 

 あと、文化村の事業で今説明ありましたけれども、そういう親しむためにとか、 408 

そういう開放的にやらせるのはいいと思うのですけれども、この文化村という 409 

この団体の本旨というか、何を目的にという部分、そこを１点説明してくださ 410 

い。 411 

 それと、最後の工事の関係で、金額が大きいので言えば、文化センターのトイ 412 

レで５月中に着工する、支援センターの電話配線を８月中に着工する、金額が 413 

大きいので言えば。同じく給油管、文化センターの開閉器、これってこの時期 414 

で流用というのは財政的にどうなのか、その辺もし説明できれば。やるのはい 415 

いのですけれども、ただこんな早い時期に流用してやってしまっていいのかと 416 

いう部分の説明をお願いします。 417 

吉川課長 魅力づくりの点について、事業の認定に至る方法というのですか、そういう点 418 

でのご質疑だと思います。委員がおっしゃったような手法もあろうかとは思い 419 

ます。ただ、今回は新規事業としてどういう学校のプランニングを聞いて、何 420 

に事業化しようかという視点の方法として、教育委員は日ごろ学校訪問をした 421 

り、それから学校行事に訪問しておりますけれども、じかに先生方と会話をし 422 

て先生方の思いなどを一緒にそこで聞いたり、あるいは逆質疑をしたり、そう 423 

いう場面を通じて特色化を図ろうとする意欲を直接聞くということも今回１年 424 

間やってみて非常にいい機会だと思っております。手法については、まだまだ 425 

検討の余地はあるのだと思いますけれども、今の方法でさらに学校の考え、教 426 

師の考え、子供たちのアイデアの掘り起こしなどもきめ細かく聞く中で進めて 427 

いき、委員がおっしゃるような発想も検討していきたいと思っています。 428 

吉住副主幹 たきかわ文化村推進事業についてご説明させていただきます。文化村につきま 429 

しては平成11年から実施をしておりまして、さまざまな芸術活動を支える人材 430 

育成を目的に発足した事業でございます。例えばアートマネージメント講座に 431 

つきましては、実際に舞台に出る方ではなく舞台の裏側で制作をするなど舞台 432 

を支える人たちを育成しよう、あるいはあやつり人形結城座ワークショップな 433 

どは実際にアーティストが学校に出向いて子供たちにさまざまな体験をし、将 434 

来的に文化活動を支える人材を育成しようというような内容で取り進めており 435 

ます。今後につきましてもこういった鑑賞だけではなく、人材育成につきまし 436 

て文化村では実施していきたいと考えております。 437 

高橋課長 まず、図書館費の部分の光熱水費と光熱水費負担金の部分でございますが、表 438 

現がわかりにくいということでございますので、わかりやすい表現を心がけた 439 

いと思います。 440 
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 それから、工事関係の流用の関係でございますけれども、これについては特に 441 

修繕等緊急性が必要な部分でございますし、指定管理施設についての当初から 442 

の予算にはなっておりませんので、予備費充用したものがほとんどであると考 443 

えております。 444 

委 員 長 暫時休憩いたします。 445 

休  憩 １１：１９ 446 

再  開 １１：２０ 447 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 448 

法村事務長 先ほどの関藤委員のサテライン受講についての答弁をします。 449 

 20年度からＤＶＤを利用して生徒がサテラインを受講しているそうです。それ 450 

で75万円の支出となっております。本年度についても75万円の支出をしており 451 

ます。 452 

関  藤 そうするとシステムの変更はないということですか。 453 

法村事務長 20年から変更していません。 454 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 455 

清  水 通告をしておりますが、何点か削除をしながら質疑をしたいと思います。 456 

 まず、１点目、189ページ、スクールバス運行委託料3,181万円で、江部乙は小 457 

中で３台だと思っていましたが、東小が１台、明苑中１台、各校の利用児童生 458 

徒数、最も長時間の乗車時間はどれぐらいかと、２点目、適応指導教室を利用 459 

されている児童生徒数、またこの利用でどういった成果があったのかというこ 460 

とをお伺いいたします。 461 

 191ページ、小学校費では、その他諸費で対応すべき金額の修繕、備品購入で学 462 

校からの要望に対して応じられなかった主なものは。同じく193ページ、中学校 463 

費でも伺います。 464 

 武道が必修化され、市内３中学校は柔道、開西中が相撲を選択しという中で、 465 

まず安全対策について研修、指導者の外部招致など指導者の体制、安全対策は 466 

どうとったのか、またけがはなかったということはないと思うのですが、一定 467 

程度以上のけがはどうだったのか。 468 

 小中全体のことで教員の人数と待遇、職務について伺います。事務概要167ペー 469 

ジでは、校長、教諭、養護教諭、栄養教諭、合計すると214名、このうち臨時、 470 

嘱託教諭数と職務について伺います。 471 

 高等学校費、195ページですが、先ほどのその他諸費での応じられなかったもの 472 

と同じ質疑を行います。 473 

 高等学校の教員で技芸講師を除くと63人となりますが、再任用や嘱託、臨時教 474 

員数について伺います。 475 

 次は、学校教育全体ということで図書購入の交付税基準財政需要額と購入費の 476 

比較について伺います。 477 

 社会教育に移りますが、211ページ、体育振興費で体育協会補助金5,015万円、 478 

補助金の報告書が出ていると思いますが、まず人件費として何人の雇用がされ 479 

ているのかと、正規、嘱託、臨時等で、また総額について伺います。 480 

 次に、その内容なのですが、かつて市が直接行っていた事業を補助金の形で継 481 

続発展をさせていると。主な事業の中で、24年度改善、変更された点について 482 

伺います。 483 

 次に、213ページ、体育施設管理代行負担金5,363万円、利用者の増減、営業活 484 
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動はどのように展開されたのか。 485 

 205ページ、文化センター費で管理代行負担金2,574万円、これも同じように指 486 

定管理ということですので、利用者の増減、営業活動はどのように展開された 487 

のかを伺います。 488 

 203ページ、美術自然史館費2,304万2,000円、ここの中で１階展示室の稼働日数 489 

を事務概要で足していきますと167日と、365日で割り返すのは適切な割り返し 490 

方ではないのですが、日数が167日というのは低いのではないかと。１日３万円 491 

ということで利用しづらいという声がある中、評価について伺いたいと思いま 492 

す。 493 

 次に、201ページ、たきかわホール1,514万円の指定管理代行ですが、指定管理 494 

先が支払ったビル共益費の金額と床平米当たり、また坪当たりの単価について 495 

伺います。このたきかわホールで空調はビルの設備を使っていると思いますが、 496 

問題はなかったのかお伺いいたします。空調その他ビルの設備を使って運営し 497 

ているわけですが、何か問題がなかったのか伺います。 498 

 次は、211ページの温水プール運営事業補助金で、これは年度途中ということで 499 

1,092万円、１年間当たり1,800万円ぐらいの補助をするという契約になってい 500 

ますが、市民コースの利用者数を子供、大人等の別で伺います。また、シャワ 501 

ーなどの設備は利用しやすくなっているのかについて伺います。 502 

 次に、205ページの文化センターの指定管理代行負担金のうちの人件費の積算は 503 

どの程度で積算をしたのか。 504 

 次、206ページ、図書館費、まず職員は正規５名、嘱託５名、臨時３名で13名、 505 

このうち司書の資格を持っている方はそれぞれ何人か。嘱託５名の方の勤続年 506 

数はそれぞれ何年か。次、３点目として、実習室の利用者数は事務概要には載 507 

っておりませんが、学生であふれ返っていると思いますので、利用人数につい 508 

て伺います。図書館費の最後で、セキュリティー上の問題はなかったのかとい 509 

うことでお伺いをしたいと思います。 510 

 以上です。 511 

小谷主査 学校の教員の臨時と嘱託の数と職務についてお答えします。 512 

 214名のうち、臨時、嘱託という言い方ではないのですけれども、期限つき教諭 513 

という期限が決まっている先生がおりましてその数が３名、そのうち１名は滝 514 

川市で行っている35人学級で採用した者が１名含まれております。職務につい 515 

ては、いずれも学級担任をしております。 516 

茶木主査 その他諸費で対応すべき金額の修繕、備品購入で学校からの要望に対して応じ 517 

られなかったものはということで、小学校、中学校をお答えしたいと思います 518 

が、その中でも特に修繕についてお答えしたいと思います。小学校及び中学校 519 

の修繕については、全面的な水道管の配管改修やグラウンドの改修、内壁塗装 520 

など大規模な工事を要するものについて残念ながら応じられていない状況です。 521 

ただし、おかげさまで今年度は学校から以前から強い要望のあったトイレの改 522 

修について第二小学校と西小学校を進めることができました。 523 

吉川課長 適応指導教室の利用とその成果ということでございます。適応指導教室に通っ 524 

ていた子供は、先ほども答弁いたしましたけれども、３名となっておりまして、 525 

そのうち２名は不定期ながらテストの日に登校する、あるいは行事の日に登校 526 

すると、時には専門員の先生が一緒について登校するというようなことで、小 527 

さな一歩ですけれども、登校する日ができたというような成果も出ておりまし 528 
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て、そんな中で子供の力に沿って支援していきたいと実施してきたところです。 529 

山本主査 スクールバスの運行状況に関してのご質疑にお答えいたします。 530 

 江部乙地区につきましては、小中学校混乗ということで３台の運行、東小学校、 531 

明苑中学校、各１台ずつの運行となってございます。各校の利用児童生徒数の 532 

状況でございますが、江部乙小学校で38名、江部乙中学校で68名、東小学校31 533 

名、明苑中学校25名という利用状況になってございます。最長の乗車時間の関 534 

係でございますが、夏場、冬場で道路状況が変わりますので、５分から10分程 535 

度の前後は生じるかと存じますけれども、冬場の最長時間でおおむね長い児童 536 

生徒で45分程度と承知をしているところでございます。 537 

 また、小学校、中学校の備品購入費の関係でございますけれども、先ほどご答 538 

弁申し上げました修繕関係とは異なりまして、備品関係の配当につきましては 539 

児童生徒数、学級数等を勘案いたしまして各学校に対して配当をした中で各学 540 

校ごとの裁量に基づいて対応をいただいているところでございます。配当して 541 

いる金額につきましては、十分ではないとは承知しているところではございま 542 

すけれども、現状といたしましては各学校におきまして優先順位をつけて対応 543 

いただいているという状況でございます。 544 

鎌田主査 武道の必修化に伴う質疑にお答えします。 545 

 安全対策についてですが、昨年武道の授業についての道や局の主催の研修を関 546 

係する体育教員全員に受講していただきました。さらに、滝川市独自として柔 547 

道連盟に講師をお願いして研修をまた関係体育教員に受けていただいたところ 548 

です。また、市教委としてはヘッドギアの購入、あと外部講師を招いての複数 549 

指導を全ての武道の時間で行いました。授業を実施しているところです。けが 550 

につきましては、柔道を実施している３校中２校で授業中におけるけがの報告 551 

がありました。打撲が２件と、あと指の骨折が１件です。頭部損傷等の重大な 552 

ものがなかったことが幸いしていたかなと思います。けがの対策としては、準 553 

備運動をさらに充実させることと、あと指導内容、役割分担の見直しをかけて 554 

いるところです。 555 

法村事務長 高等学校費のその他諸費で対応すべき金額の修繕、備品の購入で学校の要望に 556 

対して応じられなかったものは何かということで、大きなもので屋上の防水工 557 

事と、あと駐輪場の改修工事を要望したのですが、これについては予算がつか 558 

なくて、防水工事については来年度の対応、あと駐輪場の改修については今業 559 

者からもう一度見積もりをとってまた26年度以降要望していこうと思っており 560 

ます。 561 

 あと、もう一つ、教員63人のうちの再任用者の数は１名で、期限つき教員は、 562 

これは育休代替者ですが、それが１名となっております。 563 

万年主査 図書購入費の関係をお答えさせていただきます。 564 

 まず、小学校費の図書購入費127万8,543円に対し、普通交付税が措置されてい 565 

ると考えられる額、これが202万円、そして中学校費、中学校の図書購入費124 566 

万4,202円、これに対し、中学校の交付税措置されていると考えられる額が163 567 

万2,000円となっております。高校費では、普通交付税は措置されておりません。 568 

竹谷課長 体育振興費の部分の体育協会補助金のところでございますが、成果がどうかと 569 

いうことでございました。平成24年では、コスモスマラソンが過去最高という 570 

ことで1,721人と増加してございます。さらには、スポーツフェスティバルなど 571 

北海道の実業団の卓球の方々に来ていただいて、子供から一般の方までご指導 572 



- １４ - 

 

をいただいております。また、スケートリンクにつきましても1,482人というこ 573 

とで、小学校等の体育授業での利用活動なども学校のほうにＰＲをしながらや 574 

ってございます。若干前年度比からしますと天候の関係で下がってございます 575 

が、多くの市民の利用が得られていると考えておりますので、成果があると考 576 

えてございます。 577 

 また、人件費の部分でございますが、補助金といたしましては正職員、プロパ 578 

ー職員ということで６名の方の人件費を支出してございます。金額につきまし 579 

ては2,763万7,000円となってございます。ちなみに、嘱託職員、臨時職員につ 580 

いては指定管理の中での採用ということになってございます。 581 

 ２つ目の質疑ということで、補助金の形でこれまで体育協会に支出をしてござ 582 

いまして、24年度の主な改善、変更した点ということでございますが、24年度 583 

は通常の経費につきましては単価等の変化については改善をしてございますが、 584 

新たにスポーツセンターのバスケットラインの改修工事費149万円、同じくスポ 585 

ーツセンターの耐震診断調査費350万円を24年度は補助として追加をして出して 586 

ございます。 587 

 続きまして、指定管理代行負担金の部分でございますが、利用者の増減はどう 588 

かということでございます。Ｂ＆Ｇ海洋センターにつきましては、これもまた 589 

過去最高の利用者数ということで１万8,584人ということで、特Ａが10年連続い 590 

ただいたということで表彰をいただいてございます。さらには、利用が増加し 591 

た施設としましては市営球場、滝の川球場、陸上競技場、弓道場が前年度より 592 

利用が増加してございます。残念ながら、体育センターとかサイクリングター 593 

ミナルの利用については前年度比より減少しているということでございます。 594 

また、温水プールが閉館したということで、これもあわせますと全体といたし 595 

ましては前年度比約90パーセントの利用状況という結果になってございます。 596 

営業活動についてでございますが、サイクリングターミナル等につきましては 597 

前年度の利用団体等に次年度の利用を含めた礼状を送っているというような活 598 

動でございます。また、特に合宿の団体にはそのような形で次年度も継続して 599 

利用をお願いをしているところですが、そのほか全国、全道の大会誘致につい 600 

てはそれぞれの各団体との調整をしながら施設の確保について調整を行ってい 601 

るところでございます。 602 

中塚館長 １階の企画展示室の稼働率の関係でご質疑をいただきました。 603 

 まず、貸し館の使用料ですけれども、１日２万4,000円、前日の準備については 604 

8,000円をいただいているところでございます。ちなみに、24年度は167日、貸 605 

し館、それと特別展を開催いたしました。その中で、休館日を除きましたら307 606 

日開館してございまして、利用日数としては167日ということでパーセントで申 607 

し上げますと54パーセントでございました。内訳につきましては、３つの特別 608 

展が105日、貸し館が62日ございました。あと、どうしても清掃を行います。そ 609 

れと、昨年は美術展示室、美術の絵画ですとか薫蒸業務をやりまして２週間ほ 610 

ど企画展示室が使えないという状況でございました。極力なるべくシャッター 611 

街にしないということで努めてまいりまして、夏、冬、春の３つの特別展、こ 612 

としにつきましては１つふやしまして４つの特別展を開催しているところでご 613 

ざいます。今後も極力我々が主催している特別展、会期を長く持ちたいという 614 

こともございますが、その中でどうしても貸し館が入ってきますので、なかな 615 

か調整ができないということもございますが、今後も子供たちが休みの夏休み、 616 
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冬休み、春休み、この期間は最低でも企画展示室は開館をして展示をしたいと 617 

考えております。 618 

田村主査 ご質疑いただきました文化センター、たきかわホール、温水プールの運営補助 619 

についてご説明申し上げます。 620 

 まず、文化センターにつきまして、利用者の増減についてなのですが、会館棟 621 

部分につきましては昨年度５年間平均を下回りましたけれども、大ホールの稼 622 

働率については上昇傾向にあるところでございます。また、営業活動という点 623 

につきまして、利用者増のために市内の小中高等学校への大ホール利用費の支 624 

援、また補助金を活用しての事業実施に積極的に取り組んでいるところでござ 625 

います。あと、総合福祉センターの廃止に伴うことで茶道をやられている方が 626 

文化センターに移転するなど客室が総合福祉センターの代替として活用される 627 

ことを期待しているところでございます。また、指定管理の人件費の積算根拠 628 

につきましては、指定管理の代行負担金の設計にかかわる部分ですので、こち 629 

らは回答を控えさせていただきたいと思います。 630 

 次、たきかわホールの共益費についてですけれども、以前議会でもご説明をし 631 

たところですが、たきかわホールの専有面積から共益部分を案分した455万円と 632 

設計をしてございます。月額の坪単価につきましては1,826.7円となっておりま 633 

す。また、空調につきましては指定管理者から適宜ビル側に適正な温度管理が 634 

保たれるように対応を求めているところでございます。 635 

 次、温水プールの関係でございますけれども、プールの市民コースの利用者数 636 

につきましては去年、24年の９月オープン以降３月までの期間で高校生以下が 637 

1,384人、一般の方が518人となってございます。施設全体の利用者数は同じ期 638 

間、９月から３月の期間で２万9,793人となっておりまして、平成23年度の同じ 639 

９月から３月の期間１万4,236人に対しまして209.3パーセント、平成22年度の 640 

９月から３月、同期間１万7,338人に対し171.8パーセントとなっているところ 641 

でございます。また、平成22、23年度温水プールは12月に休館しておりました 642 

けれども、平成24年度は12月の利用者が市民プールの分で134人、施設全体で 643 

3,573人の利用があったところでございます。冬期間の利用向上にこちらの部分 644 

はつながっていると考えているところでございます。また、シャワー設備につ 645 

きましては、市民コースの利用者につきましてはプールの出入り口のところに 646 

髪や体を洗い流す設備がございます。また、体を温める採暖室も設備されてい 647 

るところでございます。 648 

森館長 職員の体制の件のご質疑でした。先ほど清水委員、13名の体制ということでお 649 

っしゃいましたが、平成24年度については14名の体制でございます。職員が５ 650 

名、嘱託職員が５名、臨時職員が４名の体制です。そのうち司書が６名でござ 651 

いまして、職員が２名、司書補が１名です。そして、嘱託職員が司書４名とい 652 

うことになります。それから、嘱託職員の勤続年数の関係でございますが、11 653 

年が１名、７年が１名、５年が１名、１年が２名という内訳になっております。 654 

それから、セキュリティーの関係でございますが、昨年の決算委員会でも答弁 655 

させていただいておりますが、庁舎の執務室と分離することでセキュリティー 656 

を図っております。特に問題はないとは考えておりますが、24年２月に不審者 657 

が女子児童に声をかけるという事案が発生いたしまして、年度末に監視カメラ 658 

を入り口のところに設置し、注意喚起をしているところであります。また、庁 659 

舎管理の中でも警察のＯＢの方もいらっしゃいまして、巡回していただくなど 660 
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連携をとって安全を確保しているところでございます。それから、学習室の件 661 

でございますが、おかげさまで閲覧室ともども利用されておりますが、残念な 662 

がら人数については把握しておりません。 663 

（何事か言う声あり） 664 

森館長 済みません。今24年２月と言ったかもしれません。25年２月に発生した事案と 665 

いうことで訂正させてください。 666 

清  水 まず、美術自然史館の展示室の稼働については、やはり高いものではないと。 667 

あいている日が167日にあと２週間どうしても使えないという日を足しても180 668 

日くらいだから約６割ということなので、４割はあいていると。そこで、もっ 669 

と使用料を安くすれば使うとか、安くしてほしいとか、あるいは料金の体系を 670 

変えてほしいとか、そういった要望についてどのように把握をされているかと 671 

いうことがまず１点目です。 672 

 温水プールについては、私も市民コースへ行ってみたら、要はプールに入る直 673 

前のシャワー、入るときはそれでいいのです。出るときは当然水泳着を着たま 674 

ま浴びるわけです。やっぱり塩素分を飛ばすなんていうのはほど遠い感じで、 675 

かつての市民プールはもちろん洗剤は使えないのだけれども、かなりの勢いの 676 

シャワーを浴びれたり、あともう一つ問題なのはシャワー設備が非常にお粗末 677 

ということで、市民コースとしては不十分かなと。やはり今の利用者数でも半 678 

年でこれは高校生から大人まで全部合わせても2,000人に満たない。これを１年 679 

に換算しても4,000人ですから、確かにサンテとしての利用者数は２倍近くにふ 680 

えているというご答弁がありましたが、1,800万円に対する費用対効果というの 681 

も非常に大事な要素ですので、ちょっと市民プールの利用が余りにも低過ぎる。 682 

もう少し私はあるのかなと思っていたので、ちょっと残念なのですが、所管と 683 

して、この利用者数が少ないということについてのお考えを伺いたいと思いま 684 

す。 685 

 それと、人件費についてなのですが、今体協は補助金なので、内訳は計算する 686 

と正職員１人当たり460万円。それで、嘱託と臨時については指定管理の中でと 687 

いうことなので、これは答弁が出ない。だから、それについてはお聞きはしま 688 

せんが、市がかつて行っていた事業を補助金という形でやっている場合は、そ 689 

この職員は平均460万円の賃金で雇用されている。一方、比較対象として適切か 690 

どうかというのは、私も適切でないと思いながら聞くのだけれども、図書館の 691 

ところで恐らく司書の資格を持っている方で11年あるいは７年を勤めながら、 692 

年間でいうと200万円に満たない賃金で雇われているのかなと。そういう点で、 693 

陶芸センターの嘱託の賃金を事例に挙げるのが適切かどうかわからないのだけ 694 

れども、一定程度の経験や資格、技能を持ったこういう社会教育施設の嘱託職 695 

員について、検討してきたかどうか、経過を伺いたいと思います。 696 

 以上です。 697 

委 員 長 清水委員、最後の質疑ですが、最初は体育施設の人件費から始まり、図書館の 698 

人件費の経過で、最後は陶芸の人件費ということでちょっとわかりにくく聞こ 699 

えたのですが、高いとか安いとか、何かそういうようなことでしょうか。もう 700 

一度お願いします。 701 

清  水 体育協会のは一切なかったということにしてください。同じ嘱託職員の中で一 702 

定の技能がありながら、一般事務の嘱託職員と同じ上限の中で雇用されている 703 

方について検討されたかと、それは上げるということについて。その経過につ 704 
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いて伺います。 705 

中塚館長 展示室の稼働率について再質疑をいただきました。 706 

 まず、展示室の稼働日数が167日です。これにつきましては、実際に使っている 707 

本当の生な数字ということで167日でございます。当然展示には準備期間、それ 708 

と終わった後の後片づけ、特別展につきましては物によってですけれども、最 709 

低１週間ないし２週間ございます。ですから、その日数も貸し館はできないと 710 

いいますか、どうしてもそこは使えないような状況でございます。 711 

 続きまして、利用料をもう少し安くできないかというご質疑でございますが、 712 

平成21年に新たにロビー使用料ということで貸し館をするような体制にいたし 713 

ました。ロビーの使用料につきましては１日2,800円、それと広いところでは１ 714 

日１万円ということで、団体だけではなくて個人の方にも利用していただきや 715 

すい美術館、貸し館料金の設定をしたところでございます。 716 

竹谷課長 ２点目の温水プールの部分ということで、サンテの利用状況の関係でございま 717 

す。シャワーの部分が若干お粗末だということでのお話がございました。ただ、 718 

一般のつくりでありますとこういう形が通常だということではお聞きはしてい 719 

るのですが、ただ現状の中、民間のサンテのほうでの設計の中での施設をして 720 

ございますので、現状についてはそういうようなお言葉があったということで 721 

サンテにはお伝えをしたいと思います。 722 

 また、利用状況でございますが、昨年９月にオープンしてございまして、やは 723 

り小学生の方、子供の方の利用がなかなか冬に向けてということで、少ないと 724 

聞いてございます。４月からは、いろいろな方策をとりながら利用増につなげ 725 

ているということで聞いてございます。また、一般の大人の方の会員について 726 

もかなり利用者数が伸びてきているということで、市民利用の部分の３コース 727 

だけで考えますと先ほどの数字は１日券を買った数字でございますので、会員 728 

の中にもプール利用者が当然おりまして、一般のところもあいているときには 729 

使っていると、同じ市民ということで使っているということでございますので、 730 

今後増加についてはちょっと期待をしていきたいなと考えてございます。 731 

舘 部 長 再質疑の最後の質疑の中で、人件費で嘱託職員ということで資格を持っている 732 

方、技能、資格を持っている方の嘱託職員の給与ベースは適当なのかという部 733 

分のご質疑ですけれども、教育委員会としては図書館司書資格、こういった部 734 

分についてはやはり司書資格を持っている方は非常に仕事に貢献していただい 735 

ているということもあります。これについては、教育委員会内部で議論した経 736 

過がございます。ただ、市全体の嘱託職員ということについては総務部長から 737 

お答えしていただいたほうがいいかなと思っていますので、よろしくお願いし 738 

ます。 739 

山﨑部長 嘱託職員の報酬については、事務的な部分あるいは資格を持った方、司書の方 740 

が実際幾ら報酬を得ているかというのは私はちょっと把握をしておりません。 741 

ただ、福祉系を含めて有資格者等について全く皆さん同一ということにはなっ 742 

ていないはずです。今後ともそういう実態を踏まえた上で、それぞれのセクシ 743 

ョンと総務のほうで適正な額を検討、決定していければと思っています。 744 

清  水 １点、温水プール運営事業補助金の1,800万円なのですが、今の答弁のニュアン 745 

スが何かちょっと違うのです。1,800万円補助するということは、当然契約です 746 

から、こうすることというふうに契約でうたわれているというその前提での答 747 

弁ではなくて、何か今のはサンテに伝えたいとか、サンテの会員も使っている 748 
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から、それは市民コースとしての利用だと。サンテの会員はサンテの会員です 749 

から、市民コースというのはあくまでもサンテの会員ではない人だから、ちょ 750 

っと今の答弁というのは何かニュアンスが全然違うのです。契約しているとい 751 

う感じではなくて、何か1,800万円を差し上げてもう好きにしてくれというニュ 752 

アンスに聞こえてしまったのです。そこで、そういう答弁だとちょっと私は納 753 

得できないので、どんな契約になっているのか、またその契約から見てどうな 754 

のかということでお伺いしたいと思います。 755 

竹谷課長 何かちょっと誤解の答弁のように受けられたということでございますが、まず 756 

今回のこの補助金については１年間、最低260日間あけていただくと、１日平均 757 

が６時間以上ということでございます。９コースについては使っていただくと 758 

いうことで、３コースについては市民利用に確保していただくということが条 759 

件でございます。それで、今開館につきましては年度の途中でございましたの 760 

で、１日の開館時間でございますが、平日の火曜日から金曜日は10時から22時 761 

の12時間開館をしていただいております。また、土曜日については同じ10時か 762 

らですけれども、20時までということで10時間、日曜日については10時から18 763 

時までということで８時間の開館と、そして月曜日が休館ということでござい 764 

ます。１年間で換算しますと260日以上、約300日ぐらい開館をしていただくこ 765 

とにはなっている状況でございますし、また１日の平均時間につきましても６ 766 

時間以上の状況でございます。やはり施設を維持していくという部分でいきま 767 

すと、一般利用をいただきながら、一般利用者がよければ会員になっていくと 768 

いう部分でいかなければ、一般利用だけが多ければ施設として継続できるのは 769 

難しいのかなということで、逆に会員数が伸びるということは企業にとっても 770 

うれしいことですし、市としても施設が維持できるということでございますの 771 

で、会員数が伸びることはすばらしいことではないかなと思っております。た 772 

だ、一般利用者が不便であるという部分については、やはり改善をしていただ 773 

くような形で考えております。 774 

清  水 契約内容はよくわかりました。今市民コースとして３コースが専用になってい 775 

ないのはご存じですか。全く市民コースは、これとこれとこれの３コースだよ 776 

というふうに分けられていないのです。つまり市民コースで利用しても逆に言 777 

えばどこでも泳げるのです。そういう状況になっているのですが、契約書では 778 

３コースとうたわれているとすれば、それはちょっと契約と違うのかなという 779 

のが１点です。確認します。 780 

 もう一点は、人数のことを聞いたのだけれども、少な過ぎるのではないかと。 781 

時間が長いとかということであれば、契約を守っているよということ、そうい 782 

う答弁だったと思うのだけれども、やっぱり1,800万円に対する費用対効果とい 783 

うことでいえば、会員というのは7,000円とか8,000円とか取られるわけです。 784 

それは年間に８万円、９万円、それが払えない方々が市民コースを使う、それ 785 

なのに３割ぐらい料金が上がりますよね、料金。なおさら使いづらくなってい 786 

るという点で、人数が少ないということについて契約との関係についての考え 787 

方の２点について伺います。 788 

竹谷課長 市民コースの確保という部分で、これはサンテのご厚意で一応３コースは必ず 789 

あけますと。ただ、決めてしまうとそこを利用できない方も出てくる。逆に市 790 

民の方も３コース以外のところに行けないというか、場所が決まってしまうと 791 

いうことで、その日によって教室があれば教室を固めて市民の方に利用してい 792 
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ただくという形で、特定をしないほうが皆さん使いやすいのではないかという 793 

ことでこういう形をとってございます。ただ、その中で何か不都合があるとい 794 

うことであれば、これはまたサンテと協議をしたいと思います。 795 

 また、人数の部分ですが、昨年度先ほど言いましたように９月オープンという 796 

ことでございます。それで、ことし、これからどうなのかという部分もござい 797 

ますし、市としましても今回８月にサンテを使って子供の小学生のプール教室 798 

を実施をしてございます。その中で、当初定員が20名というところが倍以上の 799 

人数が申し込んできているということで今回利用をいただいてございます。こ 800 

ういうような形で、今後も市として利用されるような形をとっていきたいと思 801 

いますし、先ほど言った会員の部分もそうですが、やはり会員になっていくと 802 

市民の方が特典というか、利用が多ければ会員になったほうが得でございます 803 

ので、会員に移行していくというのが現実でございます。 804 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 805 

副委員長 １番目、186、187ページ、教育委員会費の備考欄にある補償補填及び賠償金は 806 

何のための支出だったのか。 807 

 次に、190ページからですが、小学校費、中学校費、西高等学校費、それぞれに 808 

関して性教育についての実態、薬物乱用防止教育についての実態、あと窓ガラ 809 

スが割られるなどの被害の有無と被害があった場合は被害額について。 810 

 次、194から195ページ、高等学校費、事務概要の170ページにも関係いたします 811 

が、24年度中の自主退学があった場合はその理由、あとは退学処分になった方 812 

がいれば人数と理由、停学処分になった方がいれば人数とその理由についてお 813 

伺いいたします。 814 

 次、196、197ページ、学校給食費、24年度末のできれば、学校別、だめであれ 815 

ば全体の未納額、あと給食費未納による給食内容への影響の有無、あった場合 816 

にはどういった影響があったのかについてお伺いいたします。 817 

 次、206、207ページの図書館費、事務概要188ページとも関連しますが、登録者 818 

数8,865人のうち滝川市以外の人数、24年度の新規登録者数、次に本棚の整理と 819 

か配置で特に気をつけていること、滝川の図書館として特色を持たせているこ 820 

と等についてお伺いしたい。あと１点、本棚には作者名が張られている、そう 821 

いう作者もいるのですが、作者名で本を探す場合は便利なのですけれども、作 822 

者の全員が張られているわけではないので、その作者名を張る基準といったも 823 

のがあるのかどうかについてお伺いします。 824 

小谷主査 一番最初の賠償金についてですが、昨年の第３回の定例会でご報告申し上げた 825 

学校で起きた草刈り中の飛び石事故による車両の修理代です。 826 

鎌田主査 性教育についてと、あと薬物乱用防止教室についてお答えします。 827 

 性教育ですが、小学校４年生から高校２年生まで発達段階に応じた指導を保健 828 

の授業を中心に指導しています。指導時間数は、各学年大体２から５時間程度 829 

です。保健の授業を中心にと言いましたが、例えば理科でありますと人の誕生 830 

とか、あと家庭科でありますと異性との家庭生活とか、あと道徳でありますと 831 

異性を含めた他とのかかわりという分野で広く性教育を取り扱っているところ 832 

です。薬物乱用防止教室につきましては、ライオンズクラブの協力や警察の協 833 

力を得まして全小中学校にて実施しております。 834 

酒井主査 ご質疑のありましたガラスの被害状況についてお答えいたします。 835 

 平成24年度につきましては、８月６日未明に江陵中学校で１件、体育館の非常 836 
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口ドアの窓ガラスが割られる被害がありました。投石によるものなのか、ある 837 

いは道路が近いことによる石がはねたものによるのか、ちょっと原因は不明で 838 

すけれども、警察のほうに届け出を行いまして修繕いたしました。修繕金額は、 839 

ガラス修繕１枚9,450円となっております。 840 

法村事務長 高校の性教育についての実態ですが、１年生を対象に教育計画の学校保健年間 841 

計画に基づきまして、たきかわ産科婦人科クリニック、西村理事長を講師に招 842 

いて保健講話を行っております。そのために事前指導に１時間、保健講話を２ 843 

時間行っております。２、３年生については随時個別指導を行っております。 844 

それと、薬物乱用防止教育についても滝川警察署の方をお呼びして講演をいた 845 

だいております。 846 

 あと、窓ガラスが割られる被害は、24年度についてはありませんでした。 847 

 それと次、高等学校費の自主退学と退学処分につきましては、24年度はありま 848 

せんでした。停学処分につきましては、停学というのは懲戒処分に含まれまし 849 

て、平成24年度の懲戒処分は５件、17名でした。内容は、ＪＲの不正乗車が１ 850 

名、集団での無断外泊及び飲酒が14名、考査不正行為が２名です。なお、25年 851 

度については現在はゼロです。 852 

高田課長 給食費の平成24年度全体の未納額は幾らかということで、できれば学校ごとに 853 

というご質疑がございましたけれども、私会計で行っているものですので、全 854 

体の数値でご理解をいただきたいと思います。小学校、中学校全体で180万9,570 855 

円です。未納率1.23パーセントとなっております。 856 

 それで、内容への影響の有無でございます。給食費の徴収につきましては、今 857 

お話ししたとおり各学校で徴収をしておりまして、食材の発注についても各学 858 

校で発注をしております。ただ、給食メニューの内容については小学校は小学 859 

校で、中学校は中学校でそれぞれ同じメニューとなっております。ただ、食材 860 

の発注については、それぞれの学校が学校給食連合会に発注をしておりますの 861 

で、ちょっと中身までは把握しておりませんので、影響についてということで 862 

はちょっと確認はできませんけれども、食材に影響するかということはあり得 863 

る話ではあるかなとは思っております。その関係で平成27年度から現在の私会 864 

計から公会計への移行を考えております。そうなれば、全ての学校で全く同じ 865 

内容の給食を提供するということになりますので、それを目指してただいま準 866 

備しているところであります。 867 

深村主査 先ほどご質疑のありました４点について答弁させていただきます。 868 

 まず、登録者ですけれども、8,865名に対しまして市外が1,070名、12.1パーセ 869 

ントとなっております。平成24年度の新規登録者ですけれども、8,865名のうち 870 

2,351名が新規登録者となっており、うち市外は442名、18.8パーセントが市外 871 

の利用者となってございます。 872 

 また、３点目ですけれども、棚の特色ということで、こちらの図書館に移るに 873 

当たりまして職員の中でも検討を重ね、より市民の方にご利用いただきやすい 874 

棚づくりというのを目指して、テーマごとでの配置をしております。全国的に 875 

も大変珍しく注目を浴びているところなのですが、一般書、児童書などもまぜ 876 

込みまして、本のいろんな読書傾向が推移していく際にスムーズに一般書のほ 877 

うに移行できるような形の棚づくりを目指しております。こちらは、より市民 878 

の方にわかりやすいものをということで滝川の図書館の特色となってございま 879 

す。 880 
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 そして、最後に４点目ですけれども、棚の見出しでございますが、利用しやす 881 

い棚づくりのために各テーマや作者名ごとに見出しをつけさせていただいてお 882 

ります。まず、文学についてですけれども、冊数の多い作者、それから人気の 883 

ある作者については見出しを特につけるようにということで、随時作品がふえ 884 

た際には追加もしてございます。また、違う文学以外の棚については利用の多 885 

い分野や問い合わせの多いものについて探しやすいように見出しをつけさせて 886 

いただいているところです。特に明文化した基準はございませんけれども、随 887 

時職員の中で検討をしながら、より利用しやすい棚づくりを努めているところ 888 

でございます。 889 

副委員長 まず、１点目なのですが、補正のとき聞かなかったということもあったのかも 890 

しれないのですが、普通こういった事故の場合、保険があってこういった費用 891 

が出ることというのは余りないのですが、こうしたことに対応する保険は教育 892 

委員会としてはなかったと理解していいのかどうかが１点。 893 

 高等学校費の関係で、停学処分になった17名についてはＪＲの不正乗車、飲酒 894 

とかいろいろ理由も言われていたのですが、理由によって停学処分の日数が変 895 

わるのだと思うのですが、そういったこういう場合は何日とか、先ほど言った 896 

理由のことについて日数についてお伺いしたいと思います。 897 

 給食費なのですが、つかんでいないということなのですけれども、過去にはデ 898 

ザートを外すとかということが現実に起きていたので、デザートの質を下げる 899 

ということはあると思うのです。その辺つかんでいないということなので、つ 900 

かむ必要もあるかなということだけ、質疑ではないのですが、申し上げておき 901 

ます。 902 

 図書館費なのですが、先ほど図書館の棚の配置の件で、新刊のコーナーという 903 

のが別にあって、新刊を探すときにはすごくいいのですが、その新刊本という 904 

のは本が入ってからいつまでを新刊としてあそこに置いてあるのか、それがい 905 

つから移動するのかというのと、作者の名前があるのにその本がやっぱり違う 906 

ところに何カ所にもあるというケースがあるので、そういうのはどうして起き 907 

るのかなと、整理をするときに気がつかないのかなと思うのですが、こういう 908 

ふうに分けて書いて置いているのかなということもあるのですが、そういうの 909 

はどうして起きるのかについてお伺いしたいと思います。 910 

小谷主査 一番最初の保険金の関係ですけれども、定例会のときにもご説明したかと思う 911 

のですけれども、同額が保険で補填されておりまして、事務処理の過程上、支 912 

出するものは支出、入るものは入るというふうに分けてしまったので、このよ 913 

うになってしまっておりますが、同じ金額が入っております。 914 

法村事務長 停学の日数の質疑でしたが、停学の日数について特に取り決めはなく、その後 915 

の本人の反省次第で生徒指導部が中心になって停学の日数を決めております。 916 

高田課長 過去にデザートが外されているケースがあったというご質疑でございますけれ 917 

ども、不勉強かもしれませんが、私自身は承知しておりません。先ほど申しま 918 

したけれども、各小学校、中学校それぞれは同じメニューで給食を提供してお 919 

りますので、少なくとも24年度についてはそのようなことはなかったかと思い 920 

ます。 921 

 それと、今後そういうことを把握する必要性ということでのご質疑ですけれど 922 

も、平成27年公会計化になれば会計の中から食材費を支出するということにな 923 

りますので、そのようにご理解を賜りたいと思います。 924 
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深村主査 まず、図書館の新館の棚の件なのですけれども、こちらについてはおおむね４ 925 

カ月程度で普通の書架のほうに、本棚のほうに戻す作業を行っております。た 926 

だ、入荷の多い時期などもございますので、そのときには棚の状況を勘案しな 927 

がら古いものを順次それぞれの棚に下げていくというようなことで進めさせて 928 

いただいております。 929 

 もう一点の違うところに本があるということだったのですけれども、文学につ 930 

いてはエッセイ、小説、ルポルタージュなどはできるだけ一緒の作者が固まる 931 

ような形をとらせていただいておりますけれども、例えば個人の全集ですとか、 932 

もうちょっと中身が違うものの場合は別な棚に入ることもございます。毎日、 933 

本の貸し出し、それから返却等で棚の中もかなり本が移動しておりまして、冊 934 

数が少なくなったり、多くなったりということで棚をまたいで本が配置される 935 

ときもございます。そのときには、恐らく棚見出しの下にちょうど本が来るよ 936 

うな形になっていない場合もあるかと思いますが、そちらも市民のボランティ 937 

アなどにもご協力をいただきながら書架の整理と利用のしやすい環境づくりを 938 

努めてまいりたいと考えております。 939 

委 員 長 ほかに質疑ございませんか。 940 

（なしの声あり） 941 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 942 

（異議なしの声あり） 943 

委 員 長 以上で、教育費の質疑を終結いたします。 944 

 この辺で昼食休憩にいたします。再開は午後１時15分といたします。 945 

休憩いたします。 946 

休  憩 １２：２９ 947 

再  開 １３：１６ 948 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 949 

 歳入 950 

委 員 長 歳入の説明を求めます。総務部長。 951 

山﨑部長 （歳入について説明する。） 952 

委 員 長 説明が終わりました。 953 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 954 

木  下 ２件ほどありますので、お願いします。 955 

 まず、35ページ、11款地方交付税、１項地方交付税、普通交付税の中に65億6,544 956 

万5,000円のうち、たしか国調の人口で調べると思うのですけれども、わかれば 957 

人口１人当たりの概算でいいですけれども、金額がわかったら伺います。 958 

 ２点目、83ページ、諸収入、雑入の中で備考欄、宝くじ市町村交付金729万4,573 959 

円の積算内訳を伺います。 960 

 以上です。 961 

万年主査 普通交付税の１人当たりの金額ということですけれども、以前に計算した数値 962 

を用いますと人口当たりの測定単位として計算するもの、これを単純に人数を 963 

置きかえて計算した場合に限りますけれども、その場合は人口１人当たり13万 964 

6,760円の需要額となることになります。 965 

原田主査 83ページの雑入、宝くじ市町村交付金の積算根拠はというご質疑にお答えした 966 

いと思います。 967 

 この交付金につきましては、北海道市町村振興協会が道内の市町村に交付する 968 
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交付金でございまして、平成24年度の新市町村振興宝くじ、いわゆるオータム 969 

ジャンボ宝くじの収益金により算定されているものでございます。積算につき 970 

ましては、交付総額の４割相当を各市町村の均等割、そして６割相当を各市町 971 

村の人口数に応じて配分される人口割として積算されています。また、平成23 972 

年度発売のオータムジャンボ宝くじの時効金分におきましても同じ同積算で交 973 

付されている次第でございます。よろしくお願いいたします。 974 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 975 

清  水 まず、通告してある部分からですが、決算カードの資料でいただきました24年 976 

度の下段、中央からちょっと左に経常経費の関係の数字が載っておりまして、 977 

歳入一般財源等が140億円余りということで前年度までより二十数億円ふえてい 978 

るわけですが、この要因、内容について伺います。 979 

 次、決算書の84、85ページ、まず市債で１億円以上のもの２点なのですが、ま 980 

ず道路新設改良事業債の金利、また義務教育施設整備事業債の金利について伺 981 

います。また、24年度契約された金利の最低、最高をお伺いします。 982 

 次、使用料、43ページ、美術自然史館の年間パスポートなのですが、事務概要 983 

になぜか年間パスポートということで表現がなかったので、ここでお聞きをし 984 

たいと思うのですが、年間パスポートの推移、ふえているなど、また効果につ 985 

いて伺います。 986 

 34、35ページ、地方交付税ですが、予算に対して7,900万円の増と。特別交付税 987 

が要因なのか、ちょっと前年度の予算に対する決算ということでは、これぐら 988 

い近ければ普通なのかもしれませんが、要因について伺います。 989 

 次からは通告にない部分なのですが、決算審査意見書の23ページで市税目別調 990 

定・収入済額年度別状況が一覧表になっておりますが、固定資産税と都市計画 991 

税が減と。かなりの減の要因について伺います。同じ表の中で、一方市民税と 992 

軽自動車税の調定額は増加をしている。この景気の中で、ここが増加するとい 993 

うことの増加した要因について伺います。 994 

 24ページで下段、市税不納欠損額内訳の中で固定資産税、都市計画税の不納欠 995 

損額のうち法第15条の７第５項、即時不納欠損、つまり全く徴収不可というも 996 

のですが、これが1,428万円あると。あるということ自体は、それはわかるので 997 

すが、固定資産税の場合は滞納した段階ではまず間違いなく固定資産を持って 998 

いるわけです。固定資産を持っていれば、当然それを差し押さえるということ 999 

だけれども、差し押さえることもできない。共有名義とかだったら不納欠損に 1000 

はならないですよね。ちょっとこういうものが即時不納欠損になる要因につい 1001 

て伺います。 1002 

 最後は、事務概要の59ページの４番、口座振替ですが、口座振替のパーセント 1003 

でよろしいですが、この数年ということで増加をしているのか、それとも減少 1004 

しているのか、その推移についてお伺いするとともに、国保税は65歳以上の方々 1005 

が年金から特別徴収、それをしないために口座振替ということで増加したのだ 1006 

ろうと思いますが、市民税、固定資産税については３割、軽自動車税に至って 1007 

は１割強ということで非常に低いと思うのですが、この要因について伺います。 1008 

 以上です。 1009 

法島主任級主事 ただいまご質疑のありました市債の部分について答弁申し上げます。 1010 

 まず、道路新設改良事業債１億5,740万円ですが、こちらは借り入れ内容が２つ 1011 

に分かれておりますので、それぞれの借入金額と金利について答えさせていた 1012 
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だきます。まず、道路新設改良事業補助事業分として借り入れ起債額１億4,050 1013 

万円、金利は１パーセントとなります。続きまして、単独事業分としまして起 1014 

債借入額1,690万円、こちらは借り入れ金利0.58パーセントとなります。続きま 1015 

して、義務教育債３億7,560万円、こちらにつきましても借り入れ内容が４件に 1016 

分かれておりますので、それぞれの借入額と金利について申し上げます。まず、 1017 

１点目が第三小学校改築実施設計事業としまして起債借入額2,560万円、借り入 1018 

れ金利は0.58パーセントになります。 1019 

（何事か言う声あり） 1020 

法島主任級主事 失礼しました。ただいま申し上げました第三小改築実施設計の借り入れた際の 1021 

償還年数としましては10年間になります。続きまして、２件目、東小学校体育 1022 

館屋根改修工事につきまして起債借入額が1,020万円、償還年数は10年になりま 1023 

す。借り入れ利率が0.58パーセントとなります。続いて、３件目です。東小学 1024 

校トイレ改修事業としまして起債借入額1,050万円、こちらは償還期間が10年に 1025 

なります。借り入れ利率は同じく0.58パーセントとなります。最後になります。 1026 

４件目、開西中学校改築事業としまして借り入れた起債の金額が３億2,930万円、 1027 

こちらは償還年数が10年になります。借り入れ利率は0.4パーセントになります。 1028 

 最初に申し上げました道路新設改良事業債につきまして、償還年数について説 1029 

明が漏れておりましたので、改めて説明させていただきます。まず、道路新設 1030 

改良事業補助分に関しましては償還年数が15年になっております。単独分につ 1031 

きましては10年になっております。 1032 

 最後になりますが、24年度中に行いました起債の借り入れについての最低利率 1033 

と最高利率ですが、最低値につきましては0.4パーセントになります。最高値に 1034 

つきましては1.0パーセントとなります。 1035 

中塚館長 年間パスポートに関してご質疑をいただきました。年間パスポートにつきまし 1036 

ては、年間共通券を平成20年度から導入してございます。まず、導入年の平成 1037 

20年度、発行枚数が487枚、21年度が749枚、22年度が1,085枚、23年度が553枚、 1038 

24年度が646枚となっております。効果につきましては、再来館していただくリ 1039 

ピーターの確保につながっているものと思います。また、今年度から対象施設 1040 

を美術自然史館とこども科学館だけではなく郷土館も新たに対象施設として加 1041 

えております。さらに、購入日から年度末までだった有効期限を購入日から丸々 1042 

１年間有効期限といたしまして利用者の利便性を図ったところでございます。 1043 

万年主査 地方交付税、予算に対して多かった理由ですけれども、これは特別交付税が多 1044 

かったということで、丸々特別交付税の分と考えていただいてよろしいと思い 1045 

ます。 1046 

堀副主幹 最初に、ご質疑をいただきました決算カードの23年と24年の比較についてであ 1047 

りますが、23年度の決算カードにつきまして、申しわけございませんが、記載 1048 

してある数値に誤りがありました。歳入一般財源につきましては、経常の一般 1049 

財源分、臨時の一般財源分の合計を記載をするところでありますが、23年度の 1050 

決算カードには経常の一般財源分だけの記載となっておりまして、臨時分の一 1051 

般財源を足すのが漏れておりました。訂正後の数値なのでありますが、143億6,137 1052 

万円となりまして、この数字は24年度の資料要求に基づきましてお配りした数 1053 

値と比べますと約３億円ほど24年度が減少しているということになります。申 1054 

しわけございませんでした。 1055 

渡辺主査 固定資産税の調定収入の減の要因についてご説明を申し上げます。 1056 
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 まず、平成23年と平成24年の間に大きくあった事象としては、先ほどご説明の 1057 

ありましたとおり固定資産の評価がえという要因がございます。固定資産の評 1058 

価がえにつきましては３年に１度行われることになっておりまして、特に家屋 1059 

につきましてはそれまでは、平成21年から23年までは価格の据え置きというこ 1060 

とで一切価格の変動はございません。それで、その３年分の減価償却と言われ 1061 

る経年減点、その価格が一気に平成24年度で起きるということになります。あ 1062 

わせまして、あと土地の部分で申しますと近年の地価下落の傾向ということも 1063 

ありまして毎年時点修正ということで下方修正のほうは率ベースで簡易な方法 1064 

で行っておりますけれども、24年度の評価がえでいきますと不動産鑑定士に依 1065 

頼をいたしまして市内の160地点、これについて価格の調査をいたします。それ 1066 

に基づいて市内2,500本程度の宅地に係る路線価の全ての見直しをするというこ 1067 

とで価格の再集計という部分もありまして、土地については実態に即した形の 1068 

下落傾向が顕著に出たものと思っております。そして、あと償却資産、これに 1069 

つきましては近年の景気の低迷等により設備投資もなく、どちらかというとそ 1070 

の償却分だけが計上されているという状況もありましてこのような状況になっ 1071 

ているところです。 1072 

西村副主幹 私からは、市税の収入状況の市民税の増についての要因についてお答えいたし 1073 

ます。 1074 

 まず、個人市民税につきましてですけれども、予算の積算につきましては前年 1075 

度、この場合ですと23年度の決算見込みをベースに24年度の予算を積算してご 1076 

ざいます。個人市民税の場合は、これらをその納税者の主たる所得に区分いた 1077 

しまして給与所得、営業所得、それから農業所得、その他所得というふうに区 1078 

分をして積算するわけですけれども、その中には特に年少扶養控除の廃止です 1079 

とか、そういった制度の改正によって増減が起きるものについては当然その中 1080 

に盛り込む形と、あと今回増になった区分としましては給与所得と農業所得の 1081 

決算額が増となっているわけですけれども、これはまず給与所得につきまして 1082 

は23年の人事院勧告で若干のマイナス改定がございました。それを見込んで若 1083 

干のマイナス、それから人口の減など、そういったことを要因として予算を減 1084 

として積算しましたけれども、実質実際にはそれほど給与所得は落ち込んでい 1085 

なかったということと、あと農業所得につきましても前年の決算ベースから予 1086 

算を組んだのでございますけれども、所得自体で23年と24年を比較しますと約 1087 

倍近くとなっているということで、この２つの所得区分で増になったのが要因 1088 

でございます。あと、法人市民税につきましても同様に前年度の決算から予算 1089 

を積算するわけですけれども、これにつきましても均等割はほぼ予算に近い形 1090 

になっておりますけれども、法人税割のほうで大きく増となっておりまして、 1091 

その分が全体の増となっているということでございます。 1092 

（何事か言う声あり） 1093 

西村副主幹 済みません。あと、もう一点、軽自動車税についてですけれども、この増につ 1094 

きましても保有台数が見込みよりも若干多くふえたということでございます。 1095 

越前副主幹 先ほどの市税不納欠損の関係ですが、固定資産の不納欠損が1,428万円あると。 1096 

こちらについていえば、不納欠損の中の地方税法第15条の７第５項で即時消滅 1097 

というものがありまして、滞納処分の執行停止をした場合において、その地方 1098 

公共団体の徴収金を徴収することができないことが明らかであるときは、地方 1099 

団体の長はその地方団体の徴収金を納付し、または納入する義務を直ちに消滅 1100 
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させることができると規定されているのですが、今回の1,400万円強については 1101 

この積み重ねという形になっております。 1102 

 もう一点なのですが、口座振替率の低さということだったのですけれども、市 1103 

道民税、市民税についていえば約７割ぐらいが特別徴収という形になっていま 1104 

して、残りの３割が普通徴収、この方たちが口座振替の対象となってくるので 1105 

すけれども、そういったこともありましてこういった口座振替率になっており 1106 

ます。また、軽自動車税については他の税目と比べて税額が定額ということも 1107 

あります。また、年に１回の納期ということもありまして、なかなか口座振替 1108 

の利用が増加していないと分析しております。 1109 

清  水 まず、美術自然史館については、これは共通入館券とかといろんな言葉を使わ 1110 

ないでほしいなと。年間パスポートならパスポートと書けばすぐわかるので、 1111 

これはもう各館別の売り上げとその共通券のほうだと私はこれを捉えて質疑を 1112 

したということで、ぜひ言葉の統一を図っていただきたい。 1113 

 それで、パスポートがせっかく上昇したのが何か激減していますよね。これは 1114 

非常に残念だなと思うのですが、やはり2,000円のパーティー券が物すごく売れ 1115 

ている中で、この1,000円の年間パスポートは非常にお買い得だと思うのです。 1116 

それなのになぜなのか。もうちょっと営業努力、営業という言い方はちょっと 1117 

的確ではないと思うのですが、もっと知られてほしいというのと、あと個人的 1118 

に言えば今まで岩橋英遠先生の絵がずっと続いていたのが、たしか去年か、こ 1119 

としか、何かこの１年間ぐらいでそうでなくなってしまって国保の保険証みた 1120 

いに貧相になってしまったのです。そういうことも、それは買った結果それを 1121 

くれるわけだから、それが原因で枚数が減っているとは思わないのですが、も 1122 

うちょっと周知等があれば減らなくていいのではないのかなと思いますが、お 1123 

考えを伺います。 1124 

 意見書24ページの即時不納欠損について、積み重ねというのがよくわからない。 1125 

私が聞いたのは、固定資産を持っている方になぜ即時不納欠損なのかと。差し 1126 

押さえとかということ、差し押さえればそれは不納欠損にならないですよね。 1127 

少なくとも固定資産税がかかっていれば、確かに差し押さえるほうが損になる 1128 

という不動産もあるのかもしれませんが、そこをお聞きしたので、お願いをい 1129 

たしたいと思います。 1130 

鎌田課長 不納欠損の関係でありますけれども、基本的には固定資産税の不納欠損即時消 1131 

滅ということになりますと対象はほとんど法人ということになります。法人の 1132 

所有する固定資産、これが対象となって課税されるわけですが、倒産、廃止、 1133 

事業停止等々の事由によりまして営業再開が見込めないという状況になったも 1134 

の、こういったものについては一般的には法的整理に入るということになりま 1135 

す。したがいまして、その手続に入った場合におきましては滞納処分の一つと 1136 

して交付要求というような手続をとりまして、優先する債権があるという場合 1137 

においてもそういった手続をとりまして、物件が公売になって剰余の部分が生 1138 

じた場合には税金にも配当を願うという手続をとるわけですが、結果的にはそ 1139 

ういった手続を経ても配当がないということで、法的手続が終結するというこ 1140 

とになりますと、これは法律上の不納欠損即時消滅という手続になるというこ 1141 

とでご理解いただきたいと思います。 1142 

中塚館長 まず、名称でございますが、年間共通券というのはまず条例上でうたっている 1143 

ということでございまして、我々は通常通称年間パスポートと呼んでおります。 1144 
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ちなみに、一般が1,000円となります。あと、デザインにつきましては、ずっと 1145 

岩橋英遠でやってまいりました。ことし新たに購入日から１年間ということに 1146 

しましたので、これを機にちょっとデザインを変えてみようということで変え 1147 

たところでございます。あと、年度によって1,000枚売れている年と500枚の年 1148 

もございました。これにつきましては、その年にやる特別展との絡みで無料の 1149 

特別展のときは一般入場券で入ると、あとは特別展が有料のときは何回も来れ 1150 

る年間パスポートということで、特別展との組み合わせで年度によって多い年 1151 

と少ない年があるということでございます。 1152 

清  水 固定資産税の件ですが、法人ということですが、確認なのですが、共有名義物 1153 

件はないということを確認してよろしいでしょうか。 1154 

鎌田課長 このたびご質疑の件につきましてはございません。 1155 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 1156 

（なしの声あり） 1157 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 1158 

（異議なしの声あり） 1159 

委 員 長 以上で歳入の質疑を終結いたします。 1160 

 本日まで３日間質疑を行ってまいりましたが、総括質疑への留保はなしという 1161 

ことで確認してよろしいですか。 1162 

（異議なしの声あり） 1163 

委 員 長 確認いたしましたので、以上で全ての質疑を終結いたします。 1164 

 この後の日程は討論ですが、準備ができるまで暫時休憩いたします。再開は午 1165 

後２時15分といたします。休憩いたします。 1166 

休  憩 １４：０５ 1167 

再  開 １４：１５ 1168 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1169 

 討論 1170 

委 員 長 これより討論に入ります。 1171 

 討論順序につきましては、冒頭に決定していますとおり、市民クラブ、新政会、 1172 

公明党、清水委員の順となります。 1173 

 最初に、市民クラブ、木下委員。 1174 

木  下 市民クラブを代表して、第１決算審査特別委員会に付託されました認定第１号 1175 

平成24年度滝川市一般会計歳入歳出決算に対し、認定を可とする立場で討論い 1176 

たします。 1177 

 初めに、平成24年度はまちづくりの羅針盤とも言える滝川市総合計画のスター 1178 

トの年として大変重要な年であり、厳しい財政状況の中でもさらなる発展を目 1179 

指し、直面している課題に全力で取り組んでこられました理事者、職員の皆様 1180 

に心から敬意を表します。長引く景気の低迷や東日本大震災の影響等厳しい状 1181 

況の中、地域活性化・きめ細かな交付金や住民生活に光をそそぐ交付金等国の 1182 

交付金が適切に使われ、雇用や施設整備の改善等に有効に活用できたことは高 1183 

く評価し、以下若干の要望、意見を付して討論をいたします。 1184 

 歳入。１、財源確保のため交付税、国、道の各種補助金などの活用と確保に引 1185 

き続き努力されたい。２、自主財源となる市税は前年度と比して4,362万7,000 1186 

円の減、地方交付税は前年度と比して5,760万3,000円の減となりました。市税 1187 

の収入未済額は468万1,000円の増となっており、厳しい経済状況の中、現年度 1188 



- ２８ - 

 

課税分の収入率については評価しますが、滞納繰り越し分の収入率向上のため、 1189 

徴収体制の強化に努め、自主財源の確保に努力されたい。 1190 

 歳出。１、総務費。１、市役所改革や行政改革を図るために職員の交流や視察 1191 

研修などを積極的に行われたい。２、未来へつなぐ市民税１％事業について利 1192 

用拡大の努力をされたい。３、そらぷちキッズキャンプに対する支援を引き続 1193 

き検討されたい。４、男女共同参画の推進に力を入れて取り組まれたい。５、 1194 

市民とともに進める国際交流となるよう検討されたい。 1195 

 ２、民生費。１、敬老特別乗車証のみでなく、タクシー券の助成など高齢者の 1196 

交通の確保に配慮されたい。２、医療費の無料化を小中学生まで拡大するなど 1197 

子育て支援事業により一層の努力をされたい。 1198 

 ３、衛生費。１、母子保健事業、歯科保健事業に引き続き努力をされたい。２、 1199 

ごみ回収では雑紙のほかにトレーなどプラスチックについての検討をされたい。 1200 

 ４、労働費。１、退職者のためのシルバー人材センター活用に力を入れられた 1201 

い。２、通年雇用促進のために努力をされたい。３、各種補助金を利用して失 1202 

業者の就業に配慮されたい。 1203 

 ５、農林業費。１、日本一の作付面積を持つ菜種の栽培に力を入れ、安定した 1204 

経営と実用化に向けた取り組みを強化されたい。２、農業者に対する支援の活 1205 

用方法をより検討されたい。 1206 

 ６、商工費。１、丸加山のコスモス栽培に力を入れ、菜の花とあわせた花観光 1207 

事業を大きく展開し、集客を図る努力をされたい。 1208 

 ７、土木費。１、除排雪については、除排雪組合に指導を徹底し、雪道の安全 1209 

確保に努力されたい。２、障がい者や高齢者の門口除排雪については特段の配 1210 

慮をされたい。３、大雪に対応し、交通網の確保に万全を期されたい。 1211 

 ８、教育費。１、学びサポートの時数拡大や有効活用に努力されたい。２、図 1212 

書館の利用、活用に一層の努力をされたい。３、学校の教育環境整備に力を入 1213 

れるとともに、備品、消耗品費の増額にも努力されたい。４、パークゴルフ場 1214 

建設について早急な取り組みをされたい。 1215 

 最後に、厳しい情勢の中で予算執行に努められました関係職員の皆様に対し、 1216 

心より敬意を表しますとともに、全ての人が健康で安心して暮らせるまち、全 1217 

ての人が生き生きと生活する活力あるまちづくり、そして世界に誇れる国際田 1218 

園都市を目指して最善の努力をされますことを要望して、討論といたします。 1219 

 以上です。 1220 

委 員 長 次に、新政会、小野委員。 1221 

小  野 それでは、新政会を代表し、本委員会に付託されました平成24年度一般会計歳 1222 

入歳出決算につきまして、その認定を可とし、意見、要望を付して討論いたし 1223 

ます。 1224 

 歳入210億566万円、歳出205億8,660万円、差し引き４億1,906万円の黒字決算と 1225 

なりました。長引く景気低迷の中、大変厳しい運営を求められた結果、黒字と 1226 

なったことは予算執行における市理事者、職員の意識が変化していると考えま 1227 

す。滝川市の現況において、財政指数、経常収支比率等々、財政の健全化を示 1228 

す指標ではおおむねクリアされていますが、決して楽観視はできないものと推 1229 

測します。基金の残高、将来にわたる財政負担においても５年平均を見る限り 1230 

では、財政運営にはさらなる厳しい現実が待ち受けているものと考えます。 1231 

 歳入については、市税等の未収金、不納欠損に対する取り組みを強化していた 1232 
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だきたい。また、ふるさと納税推進事業においてもさらなる周知拡大を目指す 1233 

よう努力されたい。 1234 

 歳出については、市民の対話によるまちづくりにおいては、未来へつなぐ市民 1235 

税１％事業の市民理解を得るよう努められたい。機能的な生活基盤の充実した 1236 

まちづくりでは、人口減少、高齢化社会に対応すべき事業展開が図られたこと 1237 

は評価するところです。元気な産業と活力あるまちづくりでは、企業誘致推進 1238 

事業、太陽光環境エネルギー事業、また農業関連における６次産業の推進及び 1239 

農業塾の開設等に取り組みをさらに一歩進めていただきたい。未来へ羽ばたく 1240 

子供たちを育むまちづくりにおいては、少子化対策の取り組みとして就学前受 1241 

給者の医療費の無料化、保育所の開設時間拡大等事業に対しては評価いたしま 1242 

す。また、新しい学校づくり推進における改築、改修には年次計画に沿った事 1243 

業展開を図られたい。社会教育施設関連においては、市民利用ニーズを十分把 1244 

握され、長期展望を明確にされたい。いろいろな状況においても社会経済情勢 1245 

を十分に見きわめ、滝川市民が納得のいく施策を行うことを意見とし、また地 1246 

方の自主的な活性策を見出す努力を惜しまないよう要望いたしまして、新政会 1247 

の討論を終えます。 1248 

委 員 長 次に、公明党、堀委員。 1249 

  堀   公明党を代表し、本委員会に付託されました平成24年度一般会計歳入歳出決算 1250 

につきまして、認定を可とする立場で討論いたします。 1251 

 厳しい財政環境の中で予算執行に当たり、財政健全化に努めていただいた理事 1252 

者、職員の皆様に敬意を表します。いまだデフレ状態の中で円高が是正され、 1253 

株価の上昇、さらに2020年の東京オリンピックの開催が決まるなど明るい兆し 1254 

が見え始めた日本経済ではありますが、地方の波及にはまだまだ時間がかかる 1255 

と思われます。だからこそ限られた財源の中、市民サービスに知恵を集結し、 1256 

団結して臨まなければならないと思います。以下、若干の意見を付して討論と 1257 

いたします。 1258 

 歳入。前年と比べ市税の未収金、不納欠損が増となっているが、それらの改善 1259 

に努められたい。 1260 

 歳出。総務費。１、残業手当が減額されたことを評価いたします。さらなる業 1261 

務改善に努められたい。２、将来を鑑み、ストックマネジメントを推進された 1262 

い。３、各種団体への補助金に対し総点検し、見直しに着手されたい。 1263 

 民生費。１、2025年を見据え、福祉除雪の制度を検討されたい。２、障がい者 1264 

自立支援の推進に努められたい。 1265 

 衛生費。１、市民の健康維持のための予防事業に努められたい。２、ごみ減量 1266 

化の推進に努められたい。 1267 

 農林業費。１、６次産業化の推進に努められたい。２、畜産試験場跡地利用に 1268 

努められたい。３、ふれ愛の里の集客の推進に努められたい。 1269 

 商工費。中心市街地の将来を展望した活性化に努められたい。 1270 

 土木費。橋梁の長寿命化修繕計画によるコストダウンを大いに評価します。さ 1271 

らなるコスト削減に努められたい。 1272 

 教育費。子供たちの能力開発推進に努められたい。 1273 

 以上を申し上げ、討論といたします。 1274 

委 員 長 最後に、清水委員。 1275 

清  水 日本共産党の清水雅人です。私は、認定第１号、滝川市一般会計決算を否とす 1276 
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る立場で討論を行います。 1277 

 決算審査で評価できる点は、第１に防災倉庫、空き家等の適正管理に関する条 1278 

例施行、開西中学校耐震補強改築と大規模改修、第三小学校改築実施設計など 1279 

防災と安全のまちづくりが進んだこと。第２に、引き続く独自の少人数学級、 1280 

市立病院院内保育所、保育所や放課後児童クラブの時間延長、教育支援センタ 1281 

ー移転などの各種子育て支援が進んだこと。第３に、メガソーラーなどの企業 1282 

誘致活動、中小零細企業の仕事を支えるために住宅リフォーム助成制度に加え、 1283 

太陽光発電での助成制度の開始、臨時職員の障がい者枠10人を目指したこと、 1284 

元気な農業づくり補助制度の拡充と滝川農業塾開設、菜の花観光や白鵬米など 1285 

に加え、グライダーを活用した外国人観光客誘致計画など地域経済対策が行わ 1286 

れたこと。第４に、中心市街地バリアフリー、滝川消防団第４分団詰所新築や 1287 

転作研修センター体育館実施設計などのまちづくりが進んだこと。第５に、岩 1288 

手県宮古市への息の長い復興支援やさまざまな国際協力など助け合いとともに 1289 

発展する活動が行われたこと。第６に、文化センター照明設備更新、温水プー 1290 

ル譲渡による水泳事業と市民の健康確保など文化、スポーツ施策が行われたこ 1291 

とは評価するものです。 1292 

 決算を否とする理由は、新たな土地区画整理事業、都市計画街路西２号通を計 1293 

画どおりに進めたことです。自衛隊駐屯地正門前から300メートルほど南から西 1294 

１丁目通りのセイコーマート前の交差点に抜ける市道を新設するもので、総事 1295 

業費３億3,150万円のうち土地区画整理事業に要する経費1,089万3,000円の５年 1296 

計画の初年度予算が執行されたことは大きな問題です。不要不急であることが 1297 

わかれば、その都度予算を見直したり、凍結することが求められます。工事の 1298 

途中で打ち切る判断もあり得ます。日本共産党がこの斜め市道の新設に反対を 1299 

するのは、事業目的が西３丁目通りと国道451号の環状線化を進め、平成橋、旧 1300 

畜産試験場前、赤平市共和の国道38号を結ぶ14キロメーター区間を道道に昇格 1301 

させるという遠大な計画の一部であるからです。滝川市は、赤平、滝川、新十 1302 

津川を結ぶこの区間を同一の生活経済圏である３市町を広域に結ぶ重要路線と 1303 

位置づけ、道道昇格に向けて北海道への要望活動を重点事業にしています。し 1304 

かし、石狩川西岸と滝川市を結ぶ橋は国道石狩川橋、滝新橋、道道江竜橋の３ 1305 

橋です。国、道の財政が悪化する中で、滝川市の財政では無理だからと平成橋 1306 

の維持管理と保全橋の新設を含む事業を北海道に求めることが妥当なのか、見 1307 

直す時期に来ています。 1308 

 以下、意見を付して討論とします。１、総括。１、一般会計から公営住宅事業 1309 

特別会計や下水道事業会計、中空知水道企業団に対する独自繰り出しを絶対に 1310 

行わない方針から脱却されたい。財政分析では、基金残高と地方債残高、単年 1311 

度収支、施設の更新、市民負担、経済活性化などをバランスよく見きわめるこ 1312 

とが重要です。その点で、５年平均で１億4,206万円の単年度収支の黒字や一般 1313 

会計市債残高が平成14年度244億円から24年度160億円へと84億円、10年間の年 1314 

平均で８億4,000万円ずつ減らしており、あわせて毎年約10億円のプライマリー 1315 

バランス黒字があるとも言えます。その点では、基金、起債残高、中期的なス 1316 

トックマネジメント、地域経済活性化費用などをバランスよく配分した予算執 1317 

行が可能な状態と言えると考え、独自繰り出しの条件があると考えます。２、 1318 

健康都市宣言の精神にのっとり、公園トイレの使用期間、使用時間を可能な限 1319 

り長くしてウオーキングなど野外での健康づくりを支援されたい。 1320 
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 ２、総務費。１、10年以上も同一の落札者になっているような委託事業、競争 1321 

入札の実態を見直し、公契約条例の制定を市税の公正な使用の観点から策定さ 1322 

れたい。２、コミュニティ施設が指定管理されながら人件費ではボランティア 1323 

的な経営が見受けられます。最低賃金法を守らない運営委員会は指定管理者と 1324 

して適格かどうか検討されたい。 1325 

 ３、民生費。１、指定管理保育所の非正規雇用率74パーセントの実態を改善さ 1326 

れたい。２、高齢者の見守り、生きがいと健康づくり対策をさらに強化された 1327 

い。 1328 

 ４、農林業費。新規就農、後継者支援への国の制度は要件が厳し過ぎることを 1329 

重視し、市独自の制度を確立されたい。 1330 

 ５、商工費。１、商店街振興、中小企業支援をさらに強化されたい。２、買い 1331 

物利便性確保のため、企業誘致、事業化支援策を策定されたい。 1332 

 ６、教育費。１、温水プール運営補助金の支出に当たっては、市民コースの利 1333 

用が適切なものになるよう補助先と協議されたい。２、図書館司書など資格、 1334 

経験がある嘱託について、陶芸センター嘱託も参考とし、社会教育における人 1335 

材の重要性を考慮し、引き上げを検討されたい。 1336 

 以上です。 1337 

委 員 長 以上で、討論を終結いたします。 1338 

 討論要旨につきましては、整理して９月27日まで事務局へ提出してください。 1339 

 採決 1340 

委 員 長 これより 1341 

 認定第１号 平成24年度滝川市一般会計歳入歳出決算の認定について 1342 

 を挙手により採決いたします。 1343 

 本認定を可とすべきものと決することに賛成の方の挙手を求めます。 1344 

（賛成者挙手） 1345 

委 員 長 挙手多数であります。 1346 

 よって、認定第１号は可とすべきものと決しました。 1347 

 お諮りいたします。委員長報告書につきましては、正副委員長にご一任願えま 1348 

すか。 1349 

（異議なしの声あり） 1350 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 1351 

 以上で、本委員会に付託されました事件の審査は全て終了いたしました。 1352 

 挨拶 1353 

委 員 長 この場合、市長から発言の申し出がありますので、これを許したいと思います。 1354 

市  長 それでは、第１決算審査特別委員会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し 1355 

上げる次第でございます。 1356 

 坂井委員長、そして窪之内副委員長を初め、委員各位の皆様におかれましては 1357 

本委員会に付託されました一般会計歳入歳出決算につきまして、本日まで精力 1358 

的に、そして積極的にご審議、ご審査賜りましたことに改めてお礼を申し上げ 1359 

ます。また、あわせてただいま可とご認定いただきましたことにもお礼を申し 1360 

上げる次第でございます。本委員会で質疑等交わされた内容、また討論に付さ 1361 

れた内容等を十分に踏まえながら今後各予算等の、そして業務の健全なる財政 1362 

運営並びに適宜適正な政策の執行に当たっていきたいと思う次第でございます。 1363 

今後ともご指導をお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。まことにあ 1364 
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りがとうございました。 1365 

委 員 長 初めて委員長という大役を仰せつかりまして、委員の皆様並びに職員の皆様方 1366 

のご協力をいただきまして、無事にこの３日間を終えることができました。本 1367 

当にどうもありがとうございました。 1368 

 以上で第１決算審査特別委員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 1369 

閉  会 １４：３６ 1370 

 1371 


